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子
育
て
の
時
期
が
真
っ
盛
り
、
あ
る
い
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
昭
和
60
年
卒
業
生
が
、

我
が
子
の
親
と
し
て
、
現
役
岐
高
生
の
応
援
者
と
し
て
、

ま
た
社
会
を
様
々
な
分
野
で
支
え
る
人
と
し
て
、

多
く
の
人
へ
の
エ
ー
ル
を
送
る
と
い
う
主
旨
で
寄
稿
し
ま
し
た
。

親
か
ら
子
へ・
先
輩
か
ら
後
輩
へ・

人
か
ら
社
会
へ

38

会
報
協
賛
広
告

48

も
く
じ

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
　
校
歌

岐
高
女
校
歌
　
姫
小
松
（
創
立
記
念
日
の
歌
）

同
窓
会
に
で
き
る
こ
と

「
同
窓
会
総
会
」
を
お
祝
い
し
て
　

♪ 

現
在 

過
去 

未
来 
♪

総
会
・
懇
親
会
　
式
次
第

議
案
・
規
約

第
１
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
業
報
告
／
第
４
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

第
２
号
議
案
　
平
成
29
年
度
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会 

決
算
報
告

第
３
号
議
案
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
役
員
（
案
）

第
５
号
議
案
　
平
成
30
年
度
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会 

予
算
（
案
）

平
成
29
年
度
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
　
決
算
書

平
成
30
年
度
　
岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
　
予
算
書

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会
規
約

C
olum
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ラ
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奏
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三
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の
「
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節
」

C
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当
番
幹
事
学
年
の
３
年
間
の
担
任

　 

当
番
幹
事
学
年
が
お
世
話
に
な
っ
た
３
年
間
の
ク
ラ
ス
担
任

世
界
へ
飛
び
出
し
た
、
昭
和
50
年
卒
業
生

吹
奏
楽
部
と
津
軽
三
味
線「
里
奏
会
」と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
前
に

心
を
通
わ
せ
る
座
談
会
で
し
た
。

岐
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岐
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岐
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挨拶

　

平
成
三
〇
年
度
の
岐
阜
高
等
学
校
同

窓
会
総
会
が
、
多
数
の
同
窓
生
の
皆
様

に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
岐
阜
高
校
で
は
、
生
徒
諸
君

が
日
々
の
勉
学
と
部
活
動
な
ど
に
全
力

を
傾
け
、
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
、
母
校
に
お
け
る
教
育

諸
活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
を
と
考
え
、

学
校
側
か
ら
の
要
望
も
考
慮
し
て
、
昨

年
度
は
二
つ
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
体
育
大
会
優
勝
旗
の
更
新

と
基
調
講
演
会
を
同
窓
会
の
主
催
に
し

た
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
現

役
の
生
徒
諸
君
に
同
窓
会
の
存
在
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
し
、
文
武
両
道
の
校

風
に
も
か
な
っ
た
支
援
の
し
か
た
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
で
は
、
若
者
世
代
の
割
合

が
減
り
、
社
会
の
構
造
や
活
気
に
影
響

し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
高
校

生
年
齢
の
人
口
は
減
り
続
け
、
近
い
将

来
に
は
学
校
の
有
り
様
さ
え
も
変
容
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
工
夫
と
変
革
に
よ
っ
て
新
し
い
も

の
を
創
造
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
選

挙
権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、

社
会
へ
の
参
画
意
識
が
早
く
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
、
若
者
た
ち
へ
の

社
会
の
期
待
は
大
き
い
の
で
す
。

　

同
窓
会
は
、
後
輩
諸
君
が
そ
の
若
い

力
を
充
分
に
養
い
、
社
会
に
雄
飛
し
て

立
派
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
を
心
か

ら
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
続
け
ま

す
。

　

結
び
に
、
総
会
並
び
に
懇
親
会
の
準

備
に
携
わ
ら
れ
た
昭
和
五
〇
年
、
昭
和

六
〇
年
、
平
成
七
年
卒
業
の
運
営
委
員

の
皆
様
に
は
、
格
別
の
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
に
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

（上）サッカー部／インターハイ予選・準決勝（対岐阜工高）（長良川球技メドウ，平成29年５月27日）
（左）自然科学部生物班／JSEC2017科学技術振興機構賞受賞（日本科学未来館，平成29年12月10日）

同窓会にできること
岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　水谷 邦照
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祝辞

　

平
成
三
〇
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓
会

総
会
が
水
谷
邦
照
会
長
様
を
は
じ
め
役

員
・
運
営
委
員
の
皆
様
方
の
御
尽
力
に
よ

り
、
多
数
の
会
員
の
皆
様
方
の
御
出
席
を

得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
格
別
の

御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
こ
の
四
月
の
人
事
異
動
で
岐

阜
高
校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
変
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
岐

阜
高
校
の
益
々
の
充
実
発
展
の
た
め
に
精

一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

さ
て
、
御
存
知
の
よ
う
に
、
本
校
の
生

徒
は
「
百
折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
校
訓

の
も
と
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
学
習
や
部
活
動
に
と
励
ん
で
お
り
ま

す
。〝
文
〟
の
象
徴
で
あ
る
今
春
の
進
学

結
果
は
会
報
の
紙
面
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
お
り
で
す
が
、〝
武
〟
の

方
で
も
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し

て
県
内
外
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
端
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
陸
上
競
技
部
で
は
女
子
が

一
五
〇
〇
㍍
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で
は
男

子
団
体
、
剣
道
部
で
は
女
子
個
人
で
東
海

高
校
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

に
美
術
部
、
書
道
部
、
音
楽
部
、
文
芸
部
、

自
然
科
学
部
、
囲
碁
・
将
棋
部
女
子
個

人
が
参
加
し
、
自
然
科
学
部
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
自
然
科
学

部
・
生
物
班
が
「
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
in
鶴

岡
」
で
環
境
大
臣
賞
を
、吹
奏
楽
部
が
「
東

海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
銀
賞
を
、
家

庭
ク
ラ
ブ
が
「
全
国
高
校
生
ホ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」で
Ｆ
Ｈ
Ｊ
賞（
全

国
三
位
）
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、
囲
碁
・

将
棋
部
が
「
全
国
高
校
将
棋
新
人
大
会
」

に
、
ク
イ
ズ
研
究
部
が
「
全
国
高
校
生
金

融
経
済
ク
イ
ズ
選
手
権
」（
エ
コ
ノ
ミ
ク

ス
甲
子
園
全
国
大
会
）
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
科
学
技
術
振
興
機
構
主
催

の
四
七
都
道
府
県
か
ら
各
一
校
ず
つ
が

選
抜
さ
れ
て
競
い
合
う
「
科
学
の
甲
子
園

全
国
大
会
」
に
二
年
生
の
選
抜
メ
ン
バ
ー

が
岐
阜
県
代
表
と
し
て
七
年
連
続
で
出

場
し
、総
合
第
一
〇
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
際
連
合
大
学
で
開
催
さ
れ
た「
全

日
本
高
校
模
擬
国
連
大
会
」
に
二
年
生
が

イ
ギ
リ
ス
大
使
役
と
し
て
参
加
し
、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岐
高
生
は
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
様
々
な
分
野
で
大
活
躍
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
の
教
育

活
動
に
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
総

会
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
す
村
瀬
幸
雄

運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
当
番
幹
事
の
昭

和
五
〇
年
、
六
〇
年
、
平
成
七
年
卒
業
の

皆
様
の
御
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
康
と
御

多
幸
、
そ
し
て
同
窓
会
の
益
々
の
御
発
展

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「同窓会総会」をお祝いして
岐阜県立岐阜高等学校　校長　折戸 敏仁
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挨拶

　

本
日
は
、
ご
来
賓
、
恩
師
の
皆
様
を

は
じ
め
、
大
勢
の
同
窓
生
の
皆
様
に
ご

参
加
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
の
同
窓
会
総
会
運
営
幹

事
当
番
年
で
あ
る
昭
和
五
〇
年
、
昭
和

六
〇
年
お
よ
び
平
成
七
年
の
卒
業
生
を

代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
会
報
へ
広
告
協
賛
を
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
各
位
、
個
人
に
て
ご
協

賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
も
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
同
窓
会
総
会
で
は
、

現
役
の
岐
阜
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

と
同
窓
会
会
員
と
の
合
同
演
奏
を
企
画

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
報
に
は
、

岐
阜
高
校
を
卒
業
し
、
日
本
や
世
界
で

活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
座

談
会
の
様
子
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
座
談
会
は
、
新
し
く
な
っ
た

岐
阜
高
校
の
会
議
室
と
ア
メ
リ
カ
と
を

繋
ぐ
テ
レ
ビ
対
談
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
岐
阜
高
校
の
先
生
方
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
同
窓
会
総
会
の
運
営
幹
事
に

は
年
代
差
こ
そ
あ
り
ま
す
が
、
皆
、
岐

阜
を
中
心
に
生
活
基
盤
を
築
い
て
い
る

地
元
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
す
。

　

仕
事
の
関
係
、
家
族
の
関
係
で
日

本
中
に
散
ら
ば
っ
た
同
窓
生
は
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、〝
ふ
る
さ
と
で

あ
る
岐
阜
に
帰
る
き
っ
か
け
を
き
っ
と

待
っ
て
い
る
〟
私
た
ち
幹
事
は
、
そ
う

確
信
し
な
が
ら
〝
高
校
時
代
の
仲
間
に

会
っ
て
み
た
い
〟
と
想
う
背
中
を
押
し

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
今
回
の
同
窓
会

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
幹
事
も
、
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
る
た
び
、
そ
し
て
懐
か
し
い
名
前
が

出
る
た
び
に
、
ま
る
で
セ
ピ
ア
色
の
写

真
が
カ
ラ
ー
写
真
へ
と
変
わ
る
よ
う
に
、

一
つ
ひ
と
つ
の
想
い
出
が
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
り
、
な
ん
と
も
表
現
で
き
な
い

感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
に
、
ふ
と
昭
和
五
〇
年
代

に
流
行
し
た
曲
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

♪　

現
在
、
過
去
、
未
来

あ
の
人
（
同
級
生
）
に
逢
っ
た
な
ら
、

私
（
幹
事
）
は
い
つ
ま
で
も
待
っ
て

る
と
誰
か
伝
え
て
…

　

運
営
幹
事
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
本

日
の
同
窓
会
総
会
が
、
参
加
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
と
っ
て
懐
か
し
い
再
会
や
新

し
い
出
会
い
、
そ
し
て
楽
し
い
ひ
と
時

と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

♪ 現在  過去  未来 ♪
平成30年度同窓会総会運営委員会　委員長　村瀬 幸雄
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式次第

1． 総会（11:00 ～ 11:45）
開会の辞
黙祷

同窓会会長挨拶　　会　　　長　　　　　水谷　邦照 
学校長挨拶　　　　岐阜高等学校　校長　折戸　敏仁
議案審議
　第 1 号議案　　平成２９年度事業報告
　第 2 号議案　　平成２９年度決算報告ならびに監査報告
　第 3 号議案　　役員改選
　第 4 号議案　　平成３０年度事業計画（案）
　第 5 号議案　　平成３０年度予算（案）
　第 6 号議案　　その他
退任役員へ感謝状贈呈

祝辞　　　　　　   名　誉　顧　問　　　古田　肇
閉会の辞

2． コラボ演奏「吹奏楽と三味線のための『津軽じょんがら節』」（11:45 ～ 12:05）
	 	 	 演奏者：岐阜高校吹奏楽部＋「里奏会」会主	宮﨑代里子

3． 懇親会（12:20 ～ 14:00）
開会のことば　平成３０年度同窓会総会運営委員会  委員長　村瀬　幸雄
乾杯　　　　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　　  会　長　尾関　良平 
祝電披露

平成３１年度同窓会総会運営委員会  委員長紹介　　神谷眞弓子（昭和51年卒）

校歌斉唱

閉会のことば　平成３０年度同窓会総会運営委員会  副委員長　松波　英寿

　岐阜高校吹奏楽部は現在1年次生、2年生合わせて48名の部員
が所属し、より良い音楽を求めて活動しています。学業との両立
に努めながら、限られた練習時間の中で自分にできることを常に
考え、1分1秒を大切にする姿勢で取り組んでいます。努力の甲斐
あって、昨年度は夏の吹奏楽コンクールで東海大会に出場し、岐
阜県勢で唯一、銀賞を受賞しました。毎年3月に不二羽島文化セ
ンターで行なっている定期演奏会では、生徒が中心になって企画
を考え、吹奏楽部の活動の集大成となる演奏をすることができま
した。定期演奏会では生徒会と連携し、東日本大震災の義援金募
金活動を毎年行っています。

（部長 野﨑友花）
※津軽三味線と里奏会に関する記事を 15 ページに掲載。
※座談会の記録を 48 〜 53 ページに掲載。

以上

平成30年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇親会　式次第

平成 30 年６月 10 日（日）
会場：岐阜グランドホテル
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総会資料

議　　　　　事

第１回役員会  ４月 25 日 岐阜高校

同窓会総会   ６月 11 日 岐阜グランドホテル

第２回役員会  ９月 12 日 岐阜高校

第３回役員会  ２月  ６ 日 岐阜高校 

≪　参考　≫

・平成２９年度　在京(首都圏)同窓会総会　

    平成２９年６月25日   東京ドームホテル

＜第１号議案＞
　平成２９年度事業報告

第１回役員会  ４月 26 日 岐阜高校         

同窓会総会   ６月 10 日 岐阜グランドホテル

第２回役員会  ９月 11 日 岐阜高校         

第３回役員会  ２月  ５ 日 岐阜高校 

≪　参考　≫

・平成３０年度　在京 ( 首都圏 ) 同窓会総会　

    平成３０年７月１日   東京ドームホテル

＜第４号議案＞
　平成３０年度事業計画（案）
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総会資料

第2号議案
平成29年度  岐阜県立岐阜高等学校同窓会  決算報告
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総会資料

＊

＊

＊の方は新任の候補者です。その他の方は再任候補者です。

（昭和41年卒）

（昭和20年卒）

（昭和40年卒）

（昭和46年卒）

（昭和46年卒）

（昭和49年卒）

（昭和50年卒）

（昭和51年卒）

（昭和49年卒）

　 （昭和54年卒）

（昭和31年卒）

（昭和41年卒）

（昭和47年卒）

（昭和49年卒）

（昭和50年卒）

（昭和54年卒）

（昭和54年卒）

（昭和55年卒）

名誉顧問

顧　　問

名誉会長

会　　長

副 会 長

会　　計

監　　査

古田　　肇

杉山　幹夫  　野々垣　孝　　　　  

森川　幸江  　水谷　邦照

折戸　敏仁

木方伸一郎

木村　容子  　後藤　寿彦　　　 　

杉山　正裕  　遠藤　宏治  　　　   

村瀬　幸雄  　松波　英寿 　　　

神谷眞弓子  　杉山　文康

杉山　正裕  　杉山　文康

伊在井みどり  　佐伯　淑子　　　　 

＜第３号議案＞
　岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案）
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総会資料

第5号議案
平成30年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会   予算（案）
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総会資料

平成29年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会  決算書
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総会資料

科  目  名 平成30年度（予算） 備　考

本会預かり金 1,200,000 特別会計より運営資金として預り

本会受入金収入 300,000 一般会計より総会費として

会費収入 5,400,000 9,000円× 600名

広告料・協賛金収入 6,000,000

その他収入 0

合計 12,900,000

科  目  名 平成 30 年度（予算） 備　考

総  会  費
懇親会費 5,600,000 ホテル飲食　会場設営費　

謝 礼 金 150,000 アトラクション

印  刷  費 2,800,000 会報、案内状、封筒、払込票ほか

通  信  費 200,000 総会案内状、広告依頼書発送費等

会  議  費 50,000 各種打ち合わせ会議等

事  務  費 100,000 コピー代、事務費等

振込手数料 150,000 コンビニ収納手数料　振込手数料

雑　　費 50,000 新聞広告料　　ホームページ更新料

反省会費 200,000 反省会　次期引継費用

本会預かり金返金 1,200,000 特別会計へ運営費預かり金の返還

会費返金 0

予  備  費 2,400,000

余  剰  金 0

合　　計 12,900,000

１． 収入の部

２． 支出の部 （単位 : 円）

（単位 : 円）

平成30年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会総会  予算書
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総会資料

岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約

第 1 条

第 2 条

第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条

第 7 条

第 8 条

第 9 条

第 １０ 条

第 １１ 条

第 １2 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。

（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。

（組織）本会は次の会員を以て組織とする。

○正会員

　岐阜県岐阜中学校卒業生

　岐阜県岐阜高等女学校卒業生

　岐阜県岐阜第一中学校卒業生

　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生

　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生

　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生

　岐阜県立岐阜高等学校卒業生

　その他理事会の議を経て、会長の承認した者

○特別会員　　現職員・旧職員

（役員）本会は次の役員をおく。

　名誉顧問・顧問　　若干名　　　　理事会に於て推挙する。

　名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長

　会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。

　副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。

　監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。

（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。

　会長は会務を総括し、総会・理事会・幹事会を召集し、その議長となる。

　副会長は会長を補佐し、会長事故があるときは代行する。

　会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。

　監査は会計を監査する。

　顧間は会長の諮間にこたえる。

（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。

（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回総会を開く。但し必要のある場合は臨時

 総会を開く。

（入会金）正会員は入会金を納入する。

（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。

（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。

（支部）本会には支部を設けることができる。

（同窓会事務局所在場所）岐阜市大縄場３の１、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。

（平成25年６月９日　一部改訂）
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Column・コラボ演奏〜時空を越えて

Column

吹
奏
楽
と
三
味
線
の
た
め
の「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」

（
一
九
八
一
年
、
第
二
九
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
秋
田
県
立
秋
田
南
高
校
が
演
奏
）

　

作
曲
者
：
佐
川
　
馨
（
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部
教
授
，
教
科
教
育
学
）

コラボ演奏
時空を越えて

　

中
国
南
部
に
お
い
て
成
立
し
た
三
絃
が

沖
縄
を
経
て
畿
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
江
戸

中
期
に
日
本
独
特
の
形
と
し
て
成
立
し
た

と
さ
れ
る
三
味
線
は
、
以
降
、
各
地
の
土

着
芸
能
と
融
合
し
て
様
々
に
発
達
し
ま
し

た
。

　

楽
曲
の
原
型
は
新
潟
地
方
の
瞽ご

ぜ女
の
三

味
線
と
言
わ
れ
，
津
軽
で
は
北
前
船
で
日

本
海
側
各
地
の
音
楽
が
伝
わ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
独
特
の
発
達
を
み
ま
し
た
。
津
軽

三
味
線
の
起
源
に
関
す
る
口
伝
な
ど
を
調

査
し
て
ま
と
め
た
大
條
和
雄
氏
に
よ
れ
ば
、

始
祖
は
、
幕
末
に
五
所
川
原
の
金
木
地
区

に
生
ま
れ
た
仁に

た太
坊ぼ

う

で
、
そ
れ
ま
で
は
地

味
な
門
付
け
芸
だ
っ
た
三
味
線
音
楽
に
革

新
的
な
奏
法
を
取
り
入
れ
て
原
型
を
築
き

ま
し
た
。
仁
太
坊
と
と
も
に
黒
川
桃
太
郎

や
梅
田
豊
月
ら
が
競
い
合
い
つ
つ
、
さ
ら

に
時
代
が
下
っ
て
高
橋
竹
山
、
白
川
軍
八

郎
、
木
田
林
松
栄
ら
の
演
奏
家
が
出
ま
し

た
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
三
味
線
は
細
棹
な
い
し

中
棹
か
ら
太
棹
に
変
化
し
、奏
法
も〝
叩た
た

き
〟

を
中
心
と
す
る
打
楽
器
的
な
奏
法
が
主
流

に
な
り
ま
し
た
。
撥ば
ち

は
速
弾
き
に
適
し
た

小
振
り
な
も
の
と
な
り
、曲
の
一
部
に
パ
ー

カ
ッ
シ
ヴ
な
奏
法
を
用
い
、
複
雑
で
速
い

テ
ン
ポ
の
奏
法
に
変
容
し
ま
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
の
民
謡
ブ
ー
ム
で
は
一

世
を
風
靡
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
津
軽
物
」

と
い
う
言
い
方
か
ら
三
橋
美
智
也
ら
が「
津

軽
三
味
線
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
定

着
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
以
前
は
伴
奏

楽
器
と
し
て
舞
台
袖
で
演
奏
し
ま
し
た
が
、

次
第
に
三
味
線
の
み
で
独
奏
す
る
前
奏（
前

弾
き
）が
独
立
し
、曲
弾
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
，
高

橋
祐
次
郎
ら
の
グ
ル
ー
プ
「
風
」
を
筆
頭

に
一
般
向
け
の
合
奏
形
式
の
演
奏
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
代
で
は
、

独
奏
楽
器
と
し
て
の
面
が
強
調
さ
れ
、
吉

田
兄
弟
、
木
乃
下
真
市
、
上
妻
宏
光
ら
の

若
手
奏
者
が
独
奏
主
体
の
演
奏
形
態
を
確

立
し
て
い
ま
す
。

　

津
軽
三
味
線
の
代
表
的
な
演
奏
楽
曲
は
、

津
軽
三
大
民
謡
（
津
軽
三
ツ
物
）
及
び
五

大
民
謡（
津
軽
五
ツ
物
）で
す
。前
者
は
、「
津

軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
」、「
津
軽
よ
さ
れ
節
」、

「
津
軽
小
原
節
」
で
、
後
者
は
こ
れ
に
「
津

軽
あ
い
や
節
」、「
津
軽
三
下
り
」
を
加
え

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
演
奏
は
、
基
本

的
に
は
全
て
即
興
で
行
わ
れ
、
高
度
な
知

識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

和
奏
楽･

津
軽
三
味
線「
里
奏
会
」と

会
主
新さ
ら

津つ

里り

奏そ
う

に
つ
い
て

　

里り

奏そ
う

会
は
、
一
九
九
五（
平
成
７
）年
よ
り
活
動
し
て
い
た

加
藤
流
三
絃
道
「
訓さ
と

里り

会
」
を
母
体
と
し
て
、
二
〇
一
二（
平

成
24
）年
７
月
、
岐
阜
市
で
会
主
を
新さ
ら
つ津
里り
そ
う奏
と
し
て
誕
生
。

津
軽
三
味
線
の
多
彩
な
音
色
と
演
奏
者
の
個
性
を
活
か
し
、

聴
衆
と
と
も
に
楽
し
め
る
場
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

会
主
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

岐
阜
市
長
良
出
身
。
３
歳
か

ら
篠
塚
流
日
本
舞
踊
を
習
い
、

12
歳
で
名
取
（
篠
塚
力
保
）
と

な
る
。
岐
阜
高
校
、
津
田
塾
大

学
学
芸
学
部
英
文
学
科
を
卒
業

後
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大

学
大
学
院
に
留
学
。
滞
米
中
、
国
際
文
化
交
流
で
日
本
舞
踊
を

披
露
す
る
中
で
日
本
文
化
の
独
自
性
と
重
要
性
に
気
付
き
、
帰

国
後
、
三
味
線
を
習
い
始
め
る
。

　

大
学
時
代
に
聞
い
た
名
人
高
橋
竹
山
氏
の
音
色
が
忘
れ
ら
れ

ず
、津
軽
三
味
線
に
魅
了
さ
れ
た
。一
般
民
謡
を
数
年
習
っ
た
後
、

飯
田
晴
彦
氏
の
も
と
で
三
味
線
と
採
譜
の
部
門
で
指
導
を
受
け

る
。
ま
た
、一
九
九
一
（
平
成
３
）
年
か
ら
加
藤
流
三
絃
道
「
藤

秋
会
」
の
会
主
加
藤
訓
家
元
に
師
事
。

　

藤
秋
会
に
お
い
て
、
一
九
九
五
年
に
加
藤
訓
里
の
雅
号
と
と

も
に
準
師
範
の
資
格
を
取
得
し
、
津
軽
三
味
線
「
訓
里
会
」
を

発
足
。
藤
秋
会
の
海
外
（
音
楽
）
親
善
公
演
（
米
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
、
墺
ウ
ィ
ー
ン
学
友
協
会
ホ
ー
ル
、
豪
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

に
て
）
や
国
内
公
演
に
多
数
参
加
。
日
本
郷
土
民
謡
協
会
主
催

の
全
国
大
会
・
器
楽
演
奏
の
部
に
お
け
る
一
〇
連
勝
達
成
に
も

貢
献
。
ま
た
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
で
の
五
木
ひ
ろ
し
特
別

公
演
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
２
の
番
組
『
五
木
寛
之
・
五
木
ひ
ろ
し
・

夢
・
歌
・
一
夜
』
に
出
演
。
訓
里
会
の
会
員
と
と
も
に
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
演
奏
、
高
齢
者
福
祉
施
設
・
病
院
な
ど
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
行
う
。

　

地
元
岐
阜
の
地
で
里
奏
会
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
は
、
岐
阜
・

大
垣
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー
の
講
座
，
毎
年
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
他
の
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
精
力
的

に
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
。（

同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

宮
﨑
代
里
子
︻
新さ
ら
つ
り
そ
う

津
里
奏
︼

（
昭
和
五
〇
年
卒
、
三
味
線
奏
者
）

津
軽
三
味
線
と
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節

↑発足5周年記念
　『パシオンコンサート』
　（平成29年11月19日／
	　本巣市民文化ホールにて）

←「コラボ演奏」練習風景
　（平成30年4月21日／
　		岐阜高校にて）
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岐
阜
高
校
で
過
ご
し
た
青
春
時
代
の
一ひ
と

時と
き

を
懐
か
し
く
振
り
返
り
、
し
ば
し〝
懐

旧
の
情
〟
に
浸
る
…
。
こ
う
い
う
機
会
は

誰
も
が
も
て
る
贅
沢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
的
に
い
え
ば
、
若
い
う
ち
は
で
き

る
だ
け
後
ろ
を
振
り
返
ら
ず
、
い
つ
も
先

の
こ
と
を

慮
お
も
ん
ば
か

っ
て
前
を
見
て
進
む
、
そ

ん
な
人
の
方
が
活
力
を
感
じ
、
た
の
も
し

く
受
け
取
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
歳
よ
わ
い

六
〇
を
過
ぎ
ま
す
と
、
今

ま
で
の
よ
う
に
先
ば
か
り
見
て
歩
ん
だ
り
、

他
人
を
意
識
し
た
り
す
る
行
動
も
緊
張
の

連
続
で
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
ら
で

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
古
き
良
き
青
春
時

代
の
で
き
ご
と
の
い
く
つ
か
を
思
い
起
こ

し
、
新
し
い
出
発
の
糸
口
に
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

普
段
の
日
常
生
活
で
は
、
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
過
去
に
眼
を
向
け
さ
せ
て
く

れ
る
い
い
き
っ
か
け
、
そ
れ
が
同
窓
会
の

も
っ
て
い
る
一
面
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
で
人
気
の
「
今
、
あ
い

つ
何
し
て
る
？
」（
メ
～
テ
レ
、
水
曜
日
夜

七
時
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
窓
会
は

み
ん
な
が
今・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

の
あ
な
た
に
会
い
に
来
る
と

い
う
面
が
確
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
昔・

・

・

・

の
あ
な
た・

・

・

・

・

・

に
会
い
た
い
か
ら
多
く

の
学
友
が
集
う
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い

ま
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
昔
の
わ
た
し

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
」
と
、
今
日
の
こ
の

機
会
に
青
春
時
代
（
岐
高
時
代
）
を
振
り

返
っ
て
み
る
の
も
、
強
あ
な
が

ち
消
極
的
で
後
ろ

向
き
だ
な
ど
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
長
い
間
、
自
分
の
外
を
見
る

こ
と
に
眼
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
際
、

自
分
の
中
を
見
る
た
め
に
眼
を
使
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
昔
を

振
り
返
る
一
つ
の
手
立
て
と
し
て
次
の
よ

う
な
問
い
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
今
の
あ
な
た
は
昔
と
比
べ
て
、

一　

眼
に
見
え
な
い
も
の
を
見
よ
う
と
し

た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
分
か
ろ
う

と
す
る
ほ
う
で
す
か
。

二　

こ
ち
ら
の
気
持
ち
も
考
え
ず
、
土
足

で
踏
み
込
ん
で
く
る
相
手
を
強
く
な
じ

る
ほ
う
で
す
か
。

三　

愛
と
か
美
と
か
正
義
と
い
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
考
え

な
く
な
っ
た
ほ
う
で
す
か
。

四　

不
正
や
不
道
徳
に
対
し
て
腹
を
立
て

る
ほ
う
で
す
か
。

五　

何
か
没
頭
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

六　

何
か
取
り
組
み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

七　

周
り
の
人
や
仕
事
仲
間
と
世
情
や
仕

事
の
こ
と
で
議
論
す
る
ほ
う
で
す
か
。

八　

二
～
三
日
な
い
し
は
一
か
月
先
の
こ

と
よ
り
、
も
っ
と
遠
い
将
来
の
こ
と
を

考
え
る
ほ
う
で
す
か
。

九　

自
分
の
夢
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

一
〇　

休
日
な
ど
に
外
出
す
る
こ
と
が
億お
っ

劫く
う

に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。

一
一　

着
る
物
や
食
べ
物
に
つ
い
て
関
心

が
な
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。

一
二　

心
を
と
き
め
か
す
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
か
。

　

さ
て
、
結
果
は
如
何
で
し
た
か
。
四
〇

有
余
年
前
と
比
べ
て
、
自
分
は
何
を
失
い
、

何
を
得
て
き
た
か
。
あ
る
い
は
あ
の
頃
は

何
を
思
い
、
何
に
悩
み
反
抗
し
て
い
た
か

な
ど
、
設
問
が
〝
昔
の
あ
な
た
〟
を
思
い

起
こ
す
橋
渡
し
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、
結
果
と
し
て
何
か
し
ら
心

が
痛
み
、
奮
い
立
つ
も
の
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
す
。

　

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
傘
寿
を
迎

え
た
私
か
ら
次
の
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　〈
私
の
提
案
〉

・
高
校
時
代
、
自
分
が
比
較
的
好
き
だ
っ

た
教
科
の
教
科
書
や
参
考
書
を
一
度
ひ

も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
例
え
ば
「
徒

然
草
」
や
漢
詩
な
ど
を
文
法
と
は
関
係

な
し
で
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
新

し
い
発
見
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

・「
我
を
非
と
す
る
も
の
は
我
が
師
な
り
」

と
い
う
箴し
ん
げ
ん言

が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
厳

し
く
当
た
っ
て
く
れ
る
人
、
そ
ん
な
人

が
一
人
身
近
に
い
て
く
れ
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ

は
青
春
時
代
か
ら
、
そ
し
て
今
も
あ
な

た
を
見
続
け
て
い
る
あ
な
た
の
連
れ
合

い
で
す
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
日

　
み
ん
な
が〝
昔
の
あ
な
た
〟に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
い
に
き
た

渡
邊 

利
昭

恩師からの便り
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恩師からの便り

渡
邊
利
昭 

先
生

（
昭
和
四
二
・
四
～
五
〇
・
三
に
在
職
）

　
最
後
に
今
思
い
出
さ
れ
る
こ
と

①
　
四
間
・
五
間
の
教
室
が
狭
く
感
じ
ら

れ
た

　

現
在
、
高
等
学
校
は
四
〇
人
ク
ラ
ス
が

一
般
的
で
す
が
、
当
時
は
理
系
は
四
九
人

と
多
く
、
三
年
九
組
の
授
業
に
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
机
間
巡
視
も
思
う
に
任
せ
ず
、

苦
労
し
ま
し
た
。

②
　
下
宿
懇
談
会
の
こ
と

  

当
時
、
学
校
近
く
に
下
宿
し
て
い
た
生
徒

は
七
二
人
い
ま
し
た
（
そ
の
う
ち
三
年
生

は
四
一
人
）。
三
年
生
の
担
任
で
あ
り
、
生

組 担任氏名 担任の担当教科・科目   クラス編成  コース

１ 山田　喜三 数　学          男子 48 人   理系

２ 江崎　　力 英　語       男子・女子 43 人

文系３ 西尾　昭夫 日本史          男子 44 人   

４ 森下　治美 国　語          男子 43 人   

５ 山田　三郎 物　理          男子 49 人   

理系６ 吉田　隆司 英　語          男子 49 人   

７ 川田　一朗 化　学       男子・女子 49 人

８ 高田　　睦 国　語       男子・女子 43 人 文系

９ 竹下喜美雄※ 数　学          男子 49 人   理系

10 渡邊　利昭 世界史・日本史 男子・女子 43 人 文系

徒
指
導
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
下
宿

に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
下
宿
生
や
下
宿
先
の
方
と
の
話
し

合
い
の
場
を
設
定
し
て
、
生
徒
の
衛
生
・

健
康
に
つ
い
て
聞
き
取
っ
た
り
、
下
宿
先

の
方
へ
生
徒
の
注
文
を
ぶ
つ
け
た
り
、
逆

に
生
徒
の
素
行
に
つ
い
て
注
文
を
突
き
つ

け
ら
れ
た
り
と
、
団
体
交
渉
に
似
た
仕
事

で
し
た
。

③
　
毎
日
教
卓
に
花

  
一
年
を
通
じ
て
私
の
ク
ラ
ス
の
教
卓
に
は

毎
日
花
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
授
業
に

来
ら
れ
る
先
生
方
か
ら
は
「
ナ
ベ
さ
ん
は

幸
せ
だ
な
ぁ
」
と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま

し
た
。

　

昔
の
そ
し
て
今
の
あ
な
た
に
万
歳
。

※９組は９月から　大矢　邦彦　先生
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故
・
竹
下
喜
美
雄 

先
生
の
こ
と

大
矢
邦
彦

　
学
年
主
任
で
も
あ
っ
た
竹
下
喜
美
雄

先
生
は
昭
和
四
九
年
の
夏
頃
か
ら
学
校

を
休
ま
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
担
任
を
引

き
継
が
れ
た
大
矢
邦
彦
先
生
に
、
当

時
の
思
い
出
を
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
五
〇
年
の
卒
業
生
の

う
ち
、
数
学
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
者

が
竹
下
先
生
を
し
の
ぶ
文
を
寄
せ
書
き

し
ま
し
た
。

  

竹
下
喜
美
雄
先
生
が
学
校
を
し
ば
ら
く

の
間
休
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
任

と
し
て
私
は
、
九
月
か
ら
三
年
九
組
の
担

任
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
頃
の
私
の
立
場
な
ど
は
平
成
二
〇
年
度

の
会
報
に
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
竹
下
先
生
の
こ
と
を
中
心
に
、

と
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

　

竹
下
先
生
は
、
昭
和
四
三
年
四
月
に
岐

山
高
校
か
ら
岐
阜
高
校
に
転
勤
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
同
じ
年
の
四
月
に
転
勤
し
て

こ
ら
れ
た
英
語
科
の
井
口
日
出
男
先
生
は
、

住
ま
い
も
近
い
こ
と
か
ら
、
通
勤
時
に
は

同
乗
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
休
ま
れ
る
二
年
ほ
ど
前

か
ら
は
、
奥
様
が
送
り
迎
え
を
さ
れ
ま
し

た
。
高
等
商
船
学
校
の
学
生
時
代
に
痛
め

ら
れ
た
目
の
視
力
が
相
当
弱
く
な
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　

勤
務
に
は
、
そ
の
よ
う
な
素
振
り
は
微

塵
も
無
く
、
小
テ
ス
ト
な
ど
几
帳
面
に

行
っ
て
お
ら
れ
た
と
、
数
学
科
の
大
山
敬

一
先
生
が
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
じ
く
数
学
科
の
中
村
善
光
先
生
は
、
岐

高
に
転
勤
し
て
き
て
い
ろ
い
ろ
な
面
で
戸

惑
っ
て
い
る
と
き
、
竹
下
先
生
が
こ
ま
め

に
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

な
い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
教
育
観
を
お
も
ち
で
、
な
か
な

か
近
付
き
難
い
先
生
で
し
た
が
、
仲
間
内

で
は
「
竹
さ
」
の
愛
称
で
接
し
て
お
り
ま

し
た
。
お
宅
に
も
時
々
お
邪
魔
し
て
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
先
生
の
人
生
観
に
触
れ
さ
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
四
九
年
の
夏
、
私
た
ち
数
学
科
職

員
は
旅
行
で
草
津
方
面
に
行
っ
た
の
で
す

が
、そ
の
ア
ル
バ
ム
写
真
を
今
開
く
と
、「
竹

さ
」
は
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
九
月
か
ら
休

ま
れ
、
私
た
ち
に
は
寝
耳
に
水
の
事
で
し

た
。
そ
こ
ま
で
健
康
状
態
が
良
く
な
か
っ

た
こ
と
を
、
誰
も
気
付
か
ず
に
い
た
こ
と

を
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。

　

三
年
九
組
の
生
徒
諸
君
も
、
急
な
こ
と

と
て
、
驚
き
な
が
ら
も
、
早
速
に
お
見
舞

金
を
集
め
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
委
員
長
の
松

岡
浩
司
君
の
お
母
様
の
配
慮
で
恥
ず
か
し

く
な
い
金
額
に
し
、
松
岡
君
と
私
が
一
緒

に
お
宅
へ
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

生
徒
全
員
の
「
一
日
も
早
い
先
生
の
復
帰
」

を
願
う
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

竹
下
先
生
は
と
て
も
恐
縮
さ
れ
、
生
徒

の
気
持
ち
に
感
謝
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
生

徒
諸
君
の
こ
と
、
以
後
の
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
、「
く
れ
ぐ
れ
も
三
年
九
組
の

こ
と
を
よ
ろ
し
く
」
と
、
何
回
も
何
回
も
、

別
れ
際
に
な
る
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
竹
下
先
生

の
お
宅
を
辞
去
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
最

後
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
奥
様
に
先
立
た
れ
、
先
生
自
身

も
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
今
は
、
ご
冥
福

を
祈
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

合
掌

大
矢
邦
彦 

先
生

（
昭
和
四
四
・
四
～
五
四
・
三
に
在
職
）

恩師からの便り
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◇
◇
◇
◇
◇

　

竹
下
先
生
は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て

お
ら
れ
た
の
で
、
外
見
は
こ
わ
い
印
象
の

先
生
で
し
た
。
数
学
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

授
業
中
に
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
私
は
、
目
が
悪
い
か
ら
テ

レ
ビ
を
見
な
い
。
ラ
ジ
オ
で
『
小
沢
昭
一

の
小
沢
昭
一
的
こ
こ
ろ
』
を
聴
い
て
い
る
。

い
ろ
ん
な
話
が
聴
け
て
面
白
い
」

　

私
は
、
ラ
ジ
オ
で
こ
の
番
組
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ

系
列
、
一
九
七
三
年
一
月
～
二
〇
一
二
年

一
二
月
）
を
聴
く
と
、
竹
下
先
生
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
小
沢
昭
一
も
天
国

へ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
竹
下
先
生
、
天
国
で

ラ
ジ
オ
聴
い
て
い
ま
す
か
？（

大
倉
　
光
弘
）

◇
◇
◇
◇
◇

　

竹
下
先
生
に
は
二
年
生
の
時
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
学
が
い
た
っ
て
苦

手
な
私
は
、
当
て
て
ほ
し
く
な
い
気
持
ち

で
一
杯
で
し
た
が
、
当
時
丸
刈
り
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
先
生
か
ら
は
福
助
人

形
に
似
て
い
る
か
ら
と
「
福
助
」
と
い
う

あ
だ
名
を
い
た
だ
き
、
授
業
中
よ
く
当
て

ら
れ
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
た
い
て

い
は
授
業
内
容
に
お
よ
そ
関
係
の
な
い
頓

珍
漢
な
や
り
と
り
に
終
始
し
、
今
振
り
返

る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
に

な
っ
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
く
も
温
か
い
目
で
見
て
い
て
く
だ

さ
っ
た
竹
下
先
生
。
数
学
の
成
績
は
さ
て

お
き
、
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
や
潤
い
が
私
自

身
の
教
員
生
活
に
大
き
な
教
示
と
な
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
坂
口
　
浩
之
）

◇
◇
◇
◇
◇

　

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
数
多
く
の
先
生

に
出
会
い
ま
し
た
が
、
竹
下
先
生
の
お
姿

が
真
っ
先
に
浮
か
び
ま
す
。
授
業
中
の
厳

し
さ
は
、「
人
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
」、「
周

り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
」
と
い

う
近
い
将
来
の
社
会
人
と
し
て
の
心
得
を

伝
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
で
は
、
目
立
つ
よ
う
な
存
在
で

な
か
っ
た
私
に
対
し
て
、
三
年
間
ず
っ
と

担
任
と
し
て
進
路
相
談
や
授
業
内
容
の
質

問
な
ど
親
身
に
な
っ
て
丁
寧
に
接
し
て
い

た
だ
き
、
厳
し
い
中
に
も
優
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
竹
下
先
生
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
佐
々
木
俊
之
）

◇
◇
◇
◇
◇

　

入
学
式
、
生
徒
は
ク
ラ
ス
毎
に
整
列
し
、

担
任
の
先
生
は
そ
の
先
頭
、
ス
テ
ー
ジ
前

に
立
た
れ
ま
す
。
体
育
館
に
入
る
と
、
黒

い
眼
鏡
を
か
け
た
先
生
が
一
人
お
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
、
そ
の
見
か
け
だ
け
で
「
あ

の
ク
ラ
ス
じ
ゃ
な
い
と
い
い
な
…
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
竹
下
喜
美
雄
先
生
の
ク
ラ

ス
（
一
年
七
組
）
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
竹

下
先
生
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
教
室
で
は
、

担
任
と
し
て
教
科
担
任
と
し
て
、
い
つ
も

厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ

る
と
き
進
路
上
の
こ
と
で
ご
自
宅
に
相
談

に
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
は
、
丁
寧
に
優
し
く
話
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。
竹
下
先
生
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で

鍛
え
ら
れ
た
こ
と
は
数
知
れ
ず
あ
り
ま
す
。

（
園
部
　
利
彦
）

◇
◇
◇
◇
◇

　

竹
下
先
生
に
は
、
教
科
担
任
で
二
年
生

の
時
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も

サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
お
ら
れ
て
一
見
強

面
な
の
で
す
が
、
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
ニ

ヤ
リ
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
生
徒
と
の
や

り
と
り
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
場
面
で
す
。

タ
モ
リ
さ
ん
に
も
似
た
、
人
間
味
あ
ふ
れ

る
先
生
の
印
象
で
し
た
。

　

た
だ
、
数
学
の
課
題
を
こ
な
す
の
に
精

一
杯
の
私
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
教
壇
に

立
た
れ
て
い
る
先
生
を
遠
く
眺
め
て
い
た

と
い
う
記
憶
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
が
還
暦
を
過
ぎ
た
今
お
会
い
し
た
ら
、

き
っ
と
色
々
な
お
話
も
う
か
が
え
た
の
で

は
と
思
う
と
、
と
て
も
残
念
で
す
…

（
湊
口
　
順
子
）
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往
事
を
振
り
返
っ
て

江
崎
正
徳

恩師からの便り

　

昨
年
の
師
走
に
突
如
、
昭
和
六
〇
年
三

月
の
卒
業
生
の
一
人
か
ら
岐
阜
高
校
同
窓

会
会
報
へ
の
寄
稿
依
頼
を
受
け
た
。
後
期

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
目
前
に
し
た
私
に

は
、
昭
和
六
〇
年
は
三
〇
年
以
上
も
昔
の

こ
と
。
こ
の
年
に
な
れ
ば
、
断
捨
離
と
か

終
活
な
ど
の
言
葉
が
脳
裏
を
横
切
る
が
、

辛
う
じ
て
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
名
簿
と
卒

業
ア
ル
バ
ム
だ
け
は
書
架
の
片
隅
に
置
か

れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
を
も
と
に
、
当
時

を
懸
命
に
蘇
ら
せ
て
み
る
。

　

岐
阜
高
校
に
在
職
し
た
の
は
、
昭
和

五
一
年
度
か
ら
平
成
元
年
度
ま
で
の
一
四

年
間
で
、
三
〇
代
前
半
か
ら
四
〇
代
半
ば

ま
で
で
あ
っ
た
。
多
士
済
々
の
先
生
方
か

ら
様
々
な
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
優
秀
な

生
徒
諸
君
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
教
員
生

活
の
中
で
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
だ
け
は
鮮
明
に
想
い
出
さ
れ
る

が
、
仔
細
は
朧お
ぼ
ろ
げ気

で
あ
る
。

　

こ
の
間
に
水
泳
部
、
天
文
部
な
ど
の
部

顧
問
も
経
験
し
た
が
、最
も
長
期
に
わ
た
っ

た
の
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
、
鵜
飼
宗
律

先
生
や
水
野
秀
則
先
生
た
ち
に
専
門
的
な

指
導
は
お
願
い
し
、
専
ら
出・

・

・

・

・

て
こ
ん
問
を

決
め
込
ん
で
い
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ

Ｂ
会
の
案
内
状
を
今
で
も
毎
年
の
暮
れ
に

頂
戴
し
、
恐
縮
し
て
い
る
。
そ
の
Ｏ
Ｂ
会

の
開
催
日
は
正
月
二
日
に
固
定
さ
れ
て
い

る
が
、
欠
席
ば
か
り
で
、
今
後
は
高
齢
の

た
め
案
内
は
不
要
な
ど
と
返
信
し
よ
う
か

と
思
い
つ
つ
も
、
近
況
報
告
を
し
た
た
め

て
い
る
。

　

昭
和
五
九
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
名
簿
を

繰
る
と
、
第
三
学
年
の
み
が
九
学
級
で
あ

る
。
こ
の
年
度
の
卒
業
生
が
昭
和
四
一
年

の
い
わ
ゆ
る
丙
午
の
生
ま
れ
で
、
天
下
の

岐
高
も
時
流
に
棹
さ
す
こ
と
は
で
き
ず
、

一
学
級
減
と
な
っ
た
。
創
立
百
十
年
（
当

時
）
の
伝
統
と
歴
史
を
誇
る
岐
阜
高
校
も
、

時
代
の
要
請
か
ら
無
縁
た
り
得
ず
、
昭
和

四
九
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
学
校
群
制
度

は
九
年
間
続
き
、
昭
和
六
〇
年
三
月
の
卒

業
生
は
、
学
校
群
制
度
の
も
と
で
の
最
後

の
卒
業
生
と
な
っ
た
。
僅
か
に
手
許
に
残

る
当
時
の
進
路
指
導
資
料
に
、
外
部
模
試

の
対
加
納
高
校
比
較
が
あ
る
。
学
校
群
制

度
の
廃
止
後
も
可
児
高
校
な
ど
他
校
と
の

比
較
は
不
可
避
で
、
岐
阜
高
校
の
宿
命
で

も
あ
る
が
、
進
取
の
気
性
に
富
み
、
自
由

闊
達
を
重
ん
じ
る
校
風
は
脈
々
と
流
れ
て

い
る
。
昨
今
、
岐
阜
高
校
が
生
徒
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
単
位
制
を
導

入
す
る
新
聞
記
事
が
世
間
の
耳
目
を
驚
か

せ
た
。

　

最
後
に
、
英
語
教
師
と
し
て
の
経
験
は

内
心
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
る
が
、
当
時
を

述
懐
し
た
い
。
向
学
心
に
富
む
生
徒
諸
君

に
支
え
ら
れ
て
の
岐
高
一
四
年
間
で
あ
っ

た
。
岐
高
の
英
語
教
育
と
言
え
ば
、
山
貞

と
親
単
が
双
璧
で
あ
っ
た
。
山
崎 

貞
著

『
新
々
英
文
解
釈
研
究
』
は
も
う
止・

・

・

・

め
て
い

と
悲
痛
な
叫
び
声
が
沸
々
と
湧
き
上
が
っ

た
し
、
文
脈
無
し
の
英
単
語
学
習
は
労
多

く
し
て
功
少
な
し
な
ど
と
懐
疑
心
を
抱
く

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
爾
来
三
〇
年

以
上
に
な
る
現
在
で
も
、「
出
る
単
」・「
聞

く
単
」
な
ど
と
称
す
る
副
教
材
で
語
彙
力

強
化
を
図
っ
て
い
る
高
校
は
結
構
多
い
。

余
談
な
が
ら
、
古
舘
伊
知
郎
氏
は
テ
レ
ビ

局
の
入
社
試
験
に
際
し
て
『
広
辞
苑
』
を

暗
記
し
た
な
ど
の
逸
話
も
あ
る
。
真
偽
の

ほ
ど
は
不
明
だ
が
…
。

　

閑
話
休
題
、
こ
の
頃
か
ら
、
中
等
教
育

学
校
の
英
語
教
育
が
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
た
。
文
部
省
は
、
英
文
法
と
訳
読
式
英

語
教
育
法
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
古
い
体
質

の
英
語
教
師
を
〝
筑
波
プ
リ
ズ
ン
〟
と
別

称
さ
れ
る
国
立
教
育
会
館
分
館
に
約
一
ケ

月
間
収
容
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
し
て
は
英
語
し
か
許
さ
れ
な
い
環
境

で
英
語
教
師
を
研
修
さ
せ
た
。
こ
こ
で
の

経
験
が
、
私
の
残
さ
れ
た
十
数
年
の
教
員

生
活
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

江
崎
正
徳 

先
生

（
昭
和
五
一・
四
～
平
成
二
・
三
に
在
職
）
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波
瀾
万
丈
の
八
年
間
宮
部
敏
男

　

閑
話
休
題
、
こ
の
頃
か
ら
、
中
等
教
育

学
校
の
英
語
教
育
が
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
た
。
文
部
省
は
、
英
文
法
と
訳
読
式
英

語
教
育
法
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
古
い
体
質

の
英
語
教
師
を
〝
筑
波
プ
リ
ズ
ン
〟
と
別

称
さ
れ
る
国
立
教
育
会
館
分
館
に
約
一
ケ

月
間
収
容
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
し
て
は
英
語
し
か
許
さ
れ
な
い
環
境

で
英
語
教
師
を
研
修
さ
せ
た
。
こ
こ
で
の

経
験
が
、
私
の
残
さ
れ
た
十
数
年
の
教
員

生
活
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宮
部
敏
男 

先
生

（
昭
和
五
三
・
四
～
昭
和
六
一・
三
に
在
職
）

　

今
か
ら
四
〇
年
前
、
三
六
歳
の
時
、
加
納

高
校
か
ら
自
分
の
母
校
へ
赴
任
し
、
八
年
間

精
一
杯
職
務
に
邁
進
し
ま
し
た
。
教
師
冥
利

に
尽
き
る
悲
喜
交こ
も
ご
も々

の
日
々
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

一
九
七
〇
年
代
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や

円
高
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
を
乗
り
越
え
、

工
作
機
械
、
家
電
製
品
、
自
動
車
な
ど
が

世
界
の
市
場
に
目
覚
ま
し
く
進
出
し
て
輸

出
競
争
力
が
高
ま
り
、
続
く
一
九
八
〇
年
代

は
繁
栄
の
十
年
と
も
言
わ
れ
る
、
ま
さ
に
激

動
の
時
代
で
し
た
。

　

当
時
の
岐
高
も
、
創
立
百
周
年
の
歴
史

と
伝
統
を
有
す
る
進
学
校
と
し
て
幾
多
の

有
為
な
人
材
を
輩
出
し
、
世
間
の
注
目
の

的
で
し
た
。
全
校
集
会
な
ど
で
、
校
長
訓

話
に
は
校
歌
の
一
節
「
国
家
の
為
に
明
け
暮

れ
学
ぶ
」
が
引
用
さ
れ
、
学
ぶ
意
義
を
明

確
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
高
校

時
代
を
思
い
起
こ
し
、
そ
の
当
時
は
、
真
剣

に
将
来
像
や
あ
る
べ
き
姿
を
友
と
語
り
合
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
英
語
を
担
当
し
て
い
た
私
は
、
大

学
受
験
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
教
科

で
あ
り
、
将
来
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成

の
た
め
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
授
業
で
は
、

①
語
彙
力
の
強
化
、
②
構
文
の
理
解
、
③
ラ

ピ
ッ
ド
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
指
導
の
主
眼
と

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
涵
養
に

一
層
努
め
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
と
し
て
は
、

進
路
相
談
を
中
心
に
生
徒
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
の
方
に
も
誠
心
誠
意
対
応
し
ま
し

た
。
成
績
評
価
で
は
、
励
ま
し
を
主
に
し

て
、
将
来
の
夢
を
語
り
合
っ
た
り
、
家
庭
で

の
話
題
を
取
り
入
れ
た
り
し
ま
し
た
。
今
で

も
、
生
徒
指
導
の
極
意
は
本
人
を
そ
の
気
に

さ
せ
る
こ
と
、
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
な
ど
で
久
し
ぶ
り

に
教
え
子
に
会
う
と
、
私
自
身
は
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
く
れ
て

い
て
、
あ
の
時
の
一
言
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
今

の
仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
語
っ
て
く
れ

る
と
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

岐
高
に
勤
務
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
硬
式
野
球
部
の

部
長
に
任
命
さ
れ
、
六
年
間
無
我
夢
中
で

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。
創
部
百
周
年
を
二

年
後
に
迎
え
る
、
全
国
有
数
の
歴
史
を
も
つ

野
球
部
だ
か
ら
今
を
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
甲
子
園
出
場
を
目
指
し
て
ほ
し

い
と
の
厳
命
を
Ｏ
Ｂ
会
、
同
窓
会
幹
部
一
同

か
ら
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
今
は
亡
き
お

歴
々
の
方
々
か
ら
料
亭
の
一
室
で
懇
願
さ
れ

た
の
で
す
。当
時
は
若
造
の
小
生
に
と
っ
て
、

到
底
断
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
雰
囲
気
で
事

が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
以
後
、
部
員
た
ち

と
の
初
顔
合
わ
せ
、
新
監
督
、
コ
ー
チ
と
の

初
対
面
の
挨
拶
も
、
地
に
足
が
付
か
な
い
よ

う
な
状
態
で
し
た
。
そ
れ
で
も
「
窮
す
れ
ば

通
ず
」
の
言
葉
通
り
、
一
歩
ず
つ
徐
々
に
進

み
始
め
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
方
も
日

毎
に
増
え
ま
し
た
。
監
督
さ
ん
が
勤
務
の
都

合
で
来
ら
れ
な
い
時
は
、
私
が
練
習
試
合

な
ど
で
指
揮
を
執
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
必
死

の
覚
悟
で
部
員
相
手
に
ノ
ッ
ク
術
を
磨
い
た

り
、
専
門
書
を
読
ん
だ
り
し
て
、
何
と
か
様

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
、
練
習
後
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

重
ね
て
団
結
を
強
め
、
冬
季
練
習
、
日
曜

日
の
終
日
練
習
や
遠
征
試
合
、
元
日
と
考

査
一
週
間
前
の
他
は
厳
し
い
練
習
。
そ
れ
ら

に
耐
え
、
彼
ら
は
見
違
え
る
ほ
ど
上
達
し
、

実
力
を
つ
け
ま
し
た
。
保
護
者
の
中
に
は
、

こ
れ
で
は
我
が
子
の
進
路
が
達
成
で
き
な
い

と
、
練
習
の
厳
し
さ
に
不
満
を
も
た
れ
る
方

も
あ
り
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
会
合
で
，
つ

い
に
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
全
会
一
致

で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
二
年
間
に
わ
た
る
葛
藤
は
、
こ

こ
で
は
書
き
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
で
、
私
の
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
校
内
で
は
、
先

生
方
か
ら
部
員
の
生
活
や
成
績
に
つ
い
て
心

配
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
の
間
辛
抱
し
て
も
ら
い
、
校
長
に

は
再
三
暗
黙
の
了
解
を
い
た
だ
き
、
夏
の
県

大
会
を
迎
え
ま
し
た
。
結
果
は
、
運
が
味
方

し
て
く
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
勝
戦

ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
準
優

勝
で
甲
子
園
を
逃
し
ま
し
た
が
、
翌
日
の
新

聞
で
は
岐
高
の
健
闘
が
大
き
く
讃
え
ら
れ

ま
し
た
。
全
校
生
徒
を
始
め
、
Ｏ
Ｂ
会
、
同

窓
会
の
大
フ
ィ
ー
バ
ー
は
凄
ま
じ
い
も
の
で

し
た
。

　

不
思
議
に
も
、
そ
の
年
の
全
体
の
大
学
進

学
状
況
は
格
段
の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
し

か
し
当
時
の
選
手
は
、
そ
の
年
は
大
半
が
浪

人
し
ま
し
た
が
、
翌
年
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
志

望
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
社
会
人
に
成
長
し

て
か
ら
は
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
最
高

の
喜
び
で
す
。
ま
た
、
あ
の
時
に
献
身
的
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
、
心
か

ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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縁
は
財
産
、
大
切
に

坂
井
俊
郎

　
『
試
練
、
旅
立
ち 
そ
れ
ぞ
れ
の
春
』　

平

成
七
年
三
月
一
日
付
け
岐
阜
新
聞
夕
刊
の

見
出
し
で
あ
る
。
馬
渕
芳
美
校
長
先
生
の

左
後
方
か
ら
絶
妙
の
ア
ン
グ
ル
で
卒
業
証

書
が
渡
さ
れ
る
瞬
間
の
写
真
に
添
え
ら
れ

て
い
た
言
葉
だ
。

　

担
任
を
し
て
い
た
一
組
の
堀
口
君
が
受

領
者
と
し
て
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
思
わ
ず
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
ア
ル
バ

ム
に
挟
み
込
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

　

二
、三
、三
、一
、二
、三
、一
、二
、三　
　

こ
れ
は
走
る
リ
ズ
ム
で
は
な
く
て
着
任
後

担
任
し
た
学
年
の
推
移
で
、
最
後
の
三
が

冒
頭
の
卒
業
生
た
ち
の
年
で
あ
る
。

　

気
が
付
い
た
ら
男
子
ク
ラ
ス
の
担
任
ば

か
り
で
、
気
楽
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲

気
で
あ
っ
た
し
、
担
任
も
生
徒
も
居
心
地

の
良
さ
を
満
喫
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

さ
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
一
五
年
間
の

初
め
の
九
年
間
は
小
生
に
と
っ
て
前
期
の

勤
め
と
言
え
る
。
教
科
指
導
に
加
え
て
、

ク
ラ
ス
を
任
さ
れ
て
懇
談
し
た
り
大
声
で

指
導
し
た
り
、
遅
刻
対
策
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
注
い
で
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
結
果
と

し
て
、
ク
ラ
ス
を
担
任
す
る
最
後
の
年
で

あ
っ
た
か
ら
、
特
別
な
学
年
に
な
っ
た
。

　

年
度
が
変
わ
り
、
後
期
の
六
年
間
が
待

ち
受
け
て
い
た
。
学
年
を
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
感
傷
に
浸
る
余
裕
も
な
く
、

や
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
っ

た
。

　

以
後
、
進
路
指
導
、
生
徒
指
導
、
教
務

と
お
世
話
に
な
っ
た
。
生
徒
指
導
の
初
年

度
に
羽
島
で
の
事
故
で
生
徒
が
亡
く
な
る

と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

在
校
生
が
乗
る
車
が
事
故
に
遭
い
、
瀕
死

の
重
症
で
あ
っ
た
が
奇
跡
的
な
生
命
力
と

回
復
力
で
乗
り
越
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

後
に
入
社
し
た
讀
賣
新
聞
社
で
「
ア
ト
ム

と
私
」
シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
し
た
舘
林
千
賀

子
さ
ん
は
、
伝
え
る
大
切
さ
を
皆
に
教
え

て
く
れ
た
。
と
も
に
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

学
校
が
真
剣
に
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
と
思
う
。
教
師
と
し
て
、
人
と
し
て

何
か
と
教
え
ら
れ
た
六
年
間
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
小
生
が
数
学
以
外
で
一
五
年
間

関
わ
っ
た
柔
道
部
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。

　

天
理
大
Ｏ
Ｂ
で
、
重
量
級
全
日
本
学
生

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
実
績
を
も
つ
古
賀
悟
先

生
と
の
関
係
は
着
任
と
同
時
に
始
ま
っ
た
。

時
間
を
有
効
に
使
い
切
る
岐
高
の
ハ
ー
ド

な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
、
岐
山
高
校
や
岐
阜

農
林
高
校
の
生
徒
も
怖
れ
て
い
た
ら
し
い

が
、
練
習
後
の
古
賀
先
生
の
訓
話
に
は
迫

力
が
あ
っ
た
。
古
賀
先
生
の
お
話
は
と
に

か
く
具
体
的
で
、
実
践
的
で
、
理
論
的
な

の
だ
。
柔
道
部
以
外
の
ど
の
部
で
も
通
用

す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
思
う
。
先
生
の
お

話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
に
そ
の

芯
の
部
分
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
「
備
え

よ
常
に
！
」
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
張
り
、
何
か
を
感
じ
取
り
、
そ

の
動
向
を
見
守
る
と
い
う
高
い
難
度
の
技

を
先
生
は
密
か
に
編
み
出
さ
れ
て
い
た
。

古
賀
先
生
に
は
、
岐
高
で
の
後
期
の
六
年

間
に
ど
れ
だ
け
支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
た

こ
と
か
。
出
逢
い
の
縁
に
改
め
て
感
謝
を

し
た
い
。

　

最
後
に
。
五
年
前
か
ら
年
末
の
第
九
合

唱
に
挑
戦
し
て
い
る
。
唱
っ
た
直
後
の
達

成
感
が
た
ま
ら
な
い
。
毎
回
、
第
四
楽
章

の
深
さ
と
力
強
さ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
っ
て
新
年
を
迎
え
て
い
る
。

　

実
は
、
本
日
の
同
窓
会
の
一
週
間
前
ま

で
リ
ト
ア
ニ
ア
に
い
た
。「
人
道
の
桜
」
や

「
第
九
合
唱
」
な
ど
の
交
流
で
楽
し
ん
で
き

た
ば
か
り
で
、
心
地
良
い
疲
れ
に
浸
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。
新
た
な
縁
を
感
じ
な
が

ら
。

坂
井
俊
郎 

先
生

（
昭
和
六
一・
四
～
平
成
一
三
・
三
に
在
職
）

恩師からの便り
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私
の
青
春

河
口 

澄
子

　

岐
高
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ
た

日
々
は
私
に
と
っ
て
正
に
宝
物
で
す
。
毎

日
教
え
る
喜
び
を
体
一
杯
に
感
じ
な
が
ら
、

目
の
前
の
課
題
を
こ
な
す
の
に
私
も
精
一

杯
で
し
た
。
爽
や
か
な
、
時
に
は
ひ
ん
や

り
と
し
た
朝
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
幸
せ

な
思
い
で
朝
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

や
授
業
に
無
蓋
の
渡
り
廊
下
を
急
い
で
い

た
自
分
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
当

時
は
今
の
よ
う
に
便
利
な
ソ
フ
ト
も
な
く
、

毎
時
間
の
小
テ
ス
ト
作
成
な
ど
に
も
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
予
習
と
同

じ
で
す
。し
か
し
そ
ん
な
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
と
の
幸
せ
な
一
瞬

一
瞬
を
過
ご
せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
三
年
間
は
辛
く
と
も
楽
し
い
青
春

の
真
っ
只
中
、
私
に
と
っ
て
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
必
死
に
駆
け
抜
け
た
『
青
春
』
で

し
た
。

　

皆
さ
ん
の
可
能
性
に
期
待
し
て
、
私
は

時
々
暴
走
を
し
ま
し
た
。
放
課
後
遅
く
、

半
泣
き
に
な
っ
て
追
試
を
受
け
に
来
た
数

人
の
生
徒
と
共
に
、
自
分
を
反
省
し
な
が

ら
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
た
。
ど
の
先
生
も

生
徒
の
可
能
性
を
最
大
限
伸
ば
す
と
い
う

河
口 

澄
子 

先
生

（
昭
和
六
二
・
四
～
平
成
七
・
三
に
在
職
）

気
概
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
真
剣

勝
負
で
し
た
。
私
も
完
璧
さ
を
求
め
て
常

に
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
私
か
ら

高
評
価
を
得
る
た
め
、
週
末
に
は
一
課
全

部
を
予
習
す
る
の
が
習
慣
化
し
て
き
ま
し

た
。
文
句
な
し
の
最
高
評
価
で
し
た
。
主

体
的
な
姿
勢
に
岐
高
生
の
余
力
を
感
じ
、

私
も
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
バ
ザ
ー
も
何
と
も
楽
し
か
っ

た
。
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
を
た
く
さ
ん
焼

き
ま
し
た
よ
ね
。
後
片
付
け
ま
で
実
に
見

事
で
し
た
。
普
段
見
ら
れ
な
い
姿
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

All English

に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
研
究

授
業
で
は
、
お
も
ち
ゃ
屋
で
探
し
て
き
た

大
き
目
の
青
い
ビ
ー
玉
を
掲
げ
て
質
問
を

し
ま
し
た
。
宇
宙
飛
行
士
ガ
ガ
ー
リ
ン
が

史
上
初
め
て
地
球
を
一
周
し
た
時
の
コ
メ

ン
ト
、「
地
球
は
青
か
っ
た
」
を
引
き
出
す

た
め
で
し
た
。
突
然
のAll English

に
戸

惑
い
、
一
瞬
沈
黙
。
私
の
不
安
を
察
知
し

て
か
、
正
解
が
出
る
ま
で
代
わ
る
代
わ
る

挙
手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
陰
で
後
は

ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
構

え
る
先
生
も
お
ら
れ
る
中
、
た
だ
担
任
の

窮
地
を
救
う
た
め
、
自
信
は
な
く
て
も
勇

気
を
も
っ
て
何
度
も
挙
手
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
何
と
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
か
と

思
い
ま
し
た
。
稚
拙
な
小
道
具
と
質
問
に

も
、
懸
命
に
答
え
て
沈
黙
を
回
避
し
て
く

れ
た
、
心
憎
い
ば
か
り
の
優
し
さ
に
、
い

つ
ま
で
も
感
謝
の
念
を
覚
え
ま
す
。

　

二
年
生
最
後
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
、
生
徒
た
ち

の
特
別
な
計
ら
い
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

た
だ
た
だ
涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
大
き

な
花
束
に
、
贈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
私
で
し
ょ
う
と
思
い
ま
し
た
。
卒
業
式

の
日
に
贈
ら
れ
た
花
束
に
涙
し
な
か
っ
た

私
の
こ
と
を
、「
今
年
は
泣
か
な
ん
だ
ぞ
」

と
大
声
で
触
れ
回
っ
て
い
る
の
を
耳
に
し
、

何
と
も
言
え
な
い
愛
お
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

共
に
駆
け
抜
け
た
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
と
共
に
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
私
の

宝
物
で
す
。
い
つ
か
全
て
を
鮮
明
に
思
い

出
す
日
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て

い
ま
す
。
共
に
紡
い
だ
世
界
で
た
っ
た
一

つ
の
タ
ピ
ス
ト
リ
ー
の
こ
と
を
。

　

科
学
進
歩
の
目
覚
ま
し
い
中
、
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
今
日
も
誰
か
の

幸
せ
の
た
め
に
力
強
く
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

音
楽
や
文
学
か
ら
も
勇
気
を
も
ら
い
ま
す
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の

中
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

　

雀
一
羽
落
ち
る
の
に
も
神
の
摂
理
が
あ

る
。
無
常
の
風
は
、
い
ず
れ
吹
く
。
…
覚

悟
が
全
て
だ
。
…
な
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ

い
。

　

今
あ
る
状
況
で
、
天
の
声
を
聴
き
な
が

ら
最
善
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。
私
も
そ

の
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩師からの便り
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退
職
し
て
、
今
思
う
こ
と

丹

羽
　

章

丹
羽
　
章 

先
生

（
平
成
二
・
四
～
七
・
三
、二
五
・
四
～
二
八
・
三
に
在
職
）

　

平
成
七
年
三
月
一
日
、
岐
阜
高
校
の
体
育

館
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
証

書
授
与
の
時
を
迎
え
、
私
は
担
任
と
し
て

マ
イ
ク
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。「
三
年
八
組

　

阿
部
真
大
、
市
橋 

拓　

…　

森
島
真
弓
、

安
田
真
由
美　

以
上
四
六
名
」
と
、
我
が

ク
ラ
ス
の
生
徒
一
人
一
人
の
名
前
を
呼
び
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
こ
の
ク
ラ
ス
が
、
私

が
担
任
と
し
て
受
け
持
つ
最
後
の
ク
ラ
ス

に
な
る
と
は
、思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

卒
業
式
か
ら
二
週
間
ほ
ど
経
っ
た
夜
、
自

宅
に
馬
渕
校
長
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、「
岐
阜
県
図
書
館
へ
の
異
動
の
内

示
」
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
、
全
く

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、思
わ
ず「
私

は
何
か
悪
い
こ
と
を
し
ま
し
た
か
？
」
と
校

長
に
聞
き
返
し
た
く
ら
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん

断
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
三
月
下

旬
に
離
任
式
を
済
ま
せ
、
岐
阜
高
校
を
去

り
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
五
三
年
四
月
に

飛
騨
の
地
で
教
員
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
毎
日
が
本
当
に
新
鮮
で
あ
り
、

充
実
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
放
課
後
の

部
活
動
で
、
生
徒
に
混
じ
り
、
日
に
焼
け

て
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り

回
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
の
教
員
生
活
の
中
で
、

新
任
で
船
津
高
校
に
五
年
間
お
世
話
に
な

る
中
で
三
回
担
任
を
持
た
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
二
校
目
の
可
児
高
校
で
は
七
年
間

で
六
回
、
岐
阜
高
校
で
は
あ
り
が
た
い
こ
と

に
五
年
間
で
五
回
、
担
任
を
持
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
合
計
一
四
ク
ラ
ス
で
担
任
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
の
生

徒
た
ち
も
未
熟
な
私
に
よ
く
我
慢
し
、
つ

い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
生
徒

た
ち
と
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
と
き
の
喜

び
は
何
事
に
も
代
え
難
い
も
の
で
し
た
。
逆

に
、
生
徒
た
ち
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
ず
、

心
が
通
じ
合
わ
な
か
っ
た
時
の
苦
し
さ
と

悔
し
さ
に
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
も
、
全
て
時

間
が
解
決
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
三
風
五
雨
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

岐
阜
高
校
に
も
在
籍
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

あ
り
、
中
津
川
市
付
知
町
出
身
の
画
家
で

文
化
勲
章
の
受
賞
を
辞
退
し
た
こ
と
で
も

有
名
な
熊
谷
守
一
さ
ん
の
言
葉
で
す
。「
三

風
五
雨
」
と
は
、
人
生
を
一
〇
日
に
例
え
る

と
、
三
日
は
風
が
吹
き
、
五
日
は
雨
が
降

り
、
晴
れ
る
日
は
二
日
し
か
な
い
と
い
う
意

味
で
す
。
改
め
て
今
、
教
員
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が
、
走

馬
灯
の
よ
う
に
頭
の
中
を
駆
け
巡
り
ま
す
。

嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
、
悔

し
か
っ
た
こ
と
、
様
々
な
場
面
が
浮
か
び
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
心
境
は
、
教
員
生

活
を
一
〇
日
に
例
え
る
と
、
八
日
間
は
晴
れ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ど
う
も
過
去
は

美
化
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
退
職
し
て
二
年
が

過
ぎ
た
今
、
改
め
て
教
育
と
は
何
ぞ
や
と

問
わ
れ
れ
ば
、
私
は
こ
う
答
え
ま
す
。
教

育
と
は
「
心
」
な
り
、
い
や
、
教
育
と
は

「
夢
」
な
り
、
い
や
、
教
育
と
は
「
愛
」
な

り
、
い
や
、
私
は
今
、
確
信
を
も
っ
て
断
言

で
き
ま
す
。
教
育
と
は
「
人
」
な
り
と
。
い

く
ら
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
児
童
・
生
徒
の

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
も
な
け

れ
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
身

の
教
員
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
教
育
と
い
う

営
み
は
、
人
が
人
に
行
う
営
み
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
私
が
担
任
と
し
て
、
教
科
担
任

と
し
て
生
徒
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
行
っ
て
き

た
教
育
に
対
す
る
評
価
は
様
々
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
甘
ん
じ
て
受
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
退
職
し
て
今
思
う
こ
と
は
、
教

員
と
い
う
仕
事
を
天
職
と
し
て
全
う
で
き

た
こ
と
、
ま
た
、
特
に
岐
阜
高
校
に
お
い
て

教
員
と
し
て
、
校
長
と
し
て
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
中
で
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
生
徒

の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
方
々
、
同
僚
の
先

生
方
と
出
会
え
た
こ
と
へ
の
感
謝
で
す
。

　

岐
阜
高
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し

あ
げ
る
と
と
も
に
、
岐
阜
高
校
に
関
わ
る

森
羅
万
象
全
て
の
も
の
に
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

恩師からの便り
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期
　
待

園
部 

栄
子

　

今
年
の
同
窓
会
総
会
の
当
番
幹
事
学
年

で
あ
る
平
成
七
年
卒
の
方
々
が
入
学
さ
れ

た
平
成
四
年
、
皆
さ
ん
が
花
の
岐
高
生
に

な
っ
た
頃
、
私
自
身
も
岐
阜
高
校
に
赴
任

し
た
ば
か
り
で
、
緊
張
の
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
と
い
う
年
号
が
天
皇
の
ご
退
位
と

と
も
に
三
一
年
で
終
わ
る
こ
と
に
な
り
、

平
成
と
い
う
時
代
の
回
顧
や
総
括
が
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

自
分
な
り
に
振
り
返
る
と
、
平
成
の
初

め
頃
ま
で
は
バ
ブ
ル
経
済
の
余
韻
が
ま
だ

残
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
以
後
は
景
気
が
長
期
的
に
低
迷

し
、
世
の
中
は
閉
塞
感
に
満
た
さ
れ
、
戦

後
に
新
し
く
築
か
れ
た
も
の
や
制
度
が
い

つ
し
か
古
く
な
り
、
組
織
の
硬
直
化
も
問

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

中
心
と
し
て
情
報
・
通
信
の
環
境
が
大
き

く
変
化
し
、
社
会
の
有
り
様
も
人
々
の
意

識
も
様
変
わ
り
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
特

に
二
〇
〇
八
年
か
ら
日
本
語
で
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ツ
ィ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
影
響
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。人
々

園
部 

栄
子 

先
生

（
平
成
四
・
四
～
一
二
・
三
に
在
職
）

は
ネ
ッ
ト
上
で
結
び
付
く
よ
う
に
な
り
、

携
帯
電
話
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
代
わ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
個
人
間
の
つ
な
が
り
を
担
う
主

役
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
七
年
卒
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
の
就
職
は
、「
氷
河
期
」
と
形
容
さ
れ
た

ほ
ど
の
不
景
気
の
中
で
、
自
ら
の
力
や
希

望
を
信
じ
つ
つ
も
、
世
の
中
の
趨
勢
に
翻

弄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
今
で
は
四
〇
代
。
社
会
の
中
軸
と

し
て
自
分
た
ち
の
時
代
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
期
待
さ
れ
、
人
生
を
更
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
も
可
能
な
世
代
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
周
囲
は
過
去
の
栄
光
に

固
執
し
、
皆
さ
ん
の
意
に
沿
わ
な
い
考
え

方
を
押
し
付
け
た
り
、
以
前
と
同
じ
ノ
ル

マ
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、「
働
き
方
改
革
」

の
推
進
の
た
め
、何
か
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
も
先
ず
は
一
度
立
ち
止
ま
り
、
必
要
な

こ
と
と
不
必
要
な
こ
と
を
改
め
て
峻
別
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
も
な
り
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
不
足
感
と
不
自
由
さ
が
残
っ

て
い
た
昭
和
の
頃
と
比
べ
て
、便
利
に
な
っ

た
面
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
息
苦
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
真
の
豊
か
さ
と

充
実
、
確
か
な
価
値
を
求
め
る
時
代
で
あ

り
、
皆
さ
ん
に
は
是
非
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
新
た
な
も
の
を
創
造
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
た
ち
に
、
成
功

す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
挙
げ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
上
位
三
つ
は
、
問

題
解
決
力
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン

グ
（
批
判
的
思
考
、
物
事
の
問
題
を
特
定

し
適
切
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
適

な
解
に
到
る
た
め
の
思
考
法
）、
創
造
性

で
し
た
。
経
済
力
な
ど
の
重
要
度
は
高
く

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｄ
．

ロ
ー
ズ
ガ
ー
ル
デ
は
、
こ
れ
か
ら
は
共
感

的
理
解
、
好
奇
心
、
美
を
求
め
る
気
持
ち

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
と
語
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
う
し
た
こ
と
は
ロ
ボ
ッ
ト
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
不
得
意
な
こ
と
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
生
き
る

人
間
が
も
つ
べ
き
能
力
で
あ
る
、と
も
言
っ

て
い
ま
す
。（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
『
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』）

　

皆
さ
ん
が
岐
阜
高
校
で
培
っ
た
も
の
を

も
っ
て
す
れ
ば
、
必
ず
や
本
当
に
必
要
な

も
の
を
見
抜
き
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
一
つ

一
つ
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
。
戦
前
の
反
省
を
も
と
に
し
て
戦

後
を
築
い
た
人
々
が
い
て
、
昭
和
の
反
省

を
も
と
に
し
て
平
成
を
築
い
た
人
々
が
い

た
よ
う
に
、
皆
さ
ん
は
、
来
る
べ
き
次
の

時
代
を
創
造
し
、
社
会
を
牽
引
す
る
人
々

な
の
だ
と
い
う
誇
り
と
気
概
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。

恩師からの便り

岐
阜
高
等
学
校
に
赴
任
さ
れ
た
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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Column 当番幹事学年の３年間の担任

Column

当
番
幹
事
学
年
が
お
世
話
に
な
っ
た
３
年
間
の
ク
ラ
ス
担
任

組

昭
和
47
年
度
第
一
学
年

昭
和
48
年
度
第
二
学
年

昭
和
49
年
度
第
三
学
年

１

井
口
日
出
男

渥
美
茂
四
郎

山
田　

喜
三

２

岩
田　
　

望

井
口
日
出
男

江
崎　
　

力

３

大
場　

民
夫

岩
田　
　

望

西
尾　

昭
夫

４

大
山　

敬
一

大
山　

敬
一

森
下　

治
美

５

菅
原　

義
泰

高
田　
　

睦

山
田　

三
郎

６

高
田　
　

晃

竹
下
喜
美
雄

吉
田　

隆
司

７

竹
下
喜
美
雄

森
下　

治
美

川
田　

一
朗

８

平
田　
　

章

山
田　

三
郎

高
田　
　

睦

９

森
下　

治
美

横
山
勢
津
男

竹
下
喜
美
雄
※

10

横
山
勢
津
男

渡
邊　

利
昭

渡
邊　

利
昭

組

平
成
４
年
度
第
一
学
年

平
成
５
年
度
第
二
学
年

平
成
６
年
度
第
三
学
年

１

山
村　

一
枝

坂
井　

俊
郎

坂
井　

俊
郎

２

竹
中　

良
典

田
中　
　

彰

田
中　
　

彰

３

北
川　

邦
彦

岩
田　
　

保

加
藤　

知
之

４

加
藤　

知
之

加
藤　

知
之

宮
川　

直
樹

５

小
木
曽　

浩

辻　
　
　

泰

小
池　

秀
男

６

河
口　

澄
子

山
村　

一
枝

辻　
　
　

泰

７

田
中　
　

彰

林　
　

雅
浩

竹
中　

良
典

８

坂
井　

俊
郎

竹
中　

良
典

丹
羽　
　

章

９

岩
田　
　

保

水
野　

秀
則

河
口　

澄
子

10

辻　
　
　

泰

河
口　

澄
子

北
川　

邦
彦

組

昭
和
57
年
度
第
一
学
年

昭
和
58
年
度
第
二
学
年

昭
和
59
年
度
第
三
学
年

１

高
田　
　

睦

佐
口　

修
一

森　
　

俊
勝

２

江
崎　

正
徳

夏
目
傔
二
郎

内
川　

史
朗  

３

金
武　

幸
八

高
田　
　

睦

戸
田　

孝
道

４

森　
　

大
鳳

水
野　

秀
則

沼
波　

政
信

５

佐
口　

修
一

内
川　

史
朗

佐
口　

修
一

６

内
川　

史
朗

江
崎　

正
徳

高
田　
　

睦  

７

兼
松　

修
司

宮
部　

敏
男

宮
部　

敏
男

８

宮
部　

敏
男

戸
田　

孝
道

江
崎　

正
徳

９

戸
田　

孝
道

沼
波　

政
信

水
野　

秀
則

昭
和
50
年
３
月
卒
業
生

昭
和
60
年
３
月
卒
業
生

平
成
７
年
３
月
卒
業
生

※
９
月
か
ら　

大
矢　

邦
彦

　

こ
の
三
学
年
が
在
学
中
に
薫
陶
を
受
け
た
校
長
先
生
は
、
昭
和
五
〇
年
卒
が
佐
光
義
民
先
生
、
堀 

房
夫
先
生
、
昭
和
六
〇
年
卒
が
村
井 

實
先
生
、
平
成
七
年

卒
は
大
宮
義
章
先
生
、
馬
渕
芳
美
先
生
で
し
た
。
こ
の
三
学
年
は
ま
た
、
い
ず
れ
も
二
年
生
の
時
に
創
立
記
念
行
事
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
百
周
年
（
昭

和
四
八
年
一
〇
月
七
日
）、
百
十
周
年
（
昭
和
五
八
年
一
〇
月
一
一
日
）、
百
二
十
周
年
（
平
成
五
年
一
一
月
四
日
）
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
昭
和
四
九
年
度
か

ら
五
七
年
度
ま
で
学
校
群
制
度
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
五
九
年
二
月
に
部
室
の
一
部
改
築
、
平
成
七
年
二
月
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
前
庭
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当番幹事学年の
３年間の担任
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岐
阜
か
ら
世
界
へ

　

世
界
へ
飛
び
出
し
た
き
っ
か
け

松
波　

先
ず
初
め
に
、
皆
さ
ん
が
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
世

界
へ
飛
び
出
し
た
か
を
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
社
会
や
会
社
な
り
組
織
な
り
の
影
響

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
林
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

林　

私
が
最
初
に
海
外
へ
出
た
の
は
二
七
歳
の
時
で
す
。
海

外
で
勤
務
し
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
商
社
で

は
な
く
銀
行
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、
入
行
し
て
三
店
目
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ほ
ど
語
学
が
で

き
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
と
、
か
な
り
驚
き
ま
し
た
。
三
五

歳
ま
で
七
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
い
き
な
り
ア
メ
リ
カ
企
業
の
担
当

と
な
り
、
最
初
は
か
か
っ
て
く
る
電
話
に
恐
怖
を
覚
え
た
ほ

ど
で
、
ア
メ
リ
カ
人
と
ど
う
付
き
合
う
か
を
含
め
て
苦
労
し

ま
し
た
。
七
年
の
間
、
ど
の
よ
う
に
自
分
な
り
に
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
と
、
日
本
の
中
で

は
〝
Ｋ
Ｙ
〟
と
言
っ
て
、
空
気
を
読
む
、
出
る
杭
は
打
た
れ

る
と
い
う
環
境
で
し
た
が
、
海
外
で
は
、
途
端
に
お
前
の
存

在
価
値
は
何
な
の
か
と
絶
え
ず
問
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
二
七

歳
に
は
強
烈
で
し
た
。
言
葉
も
そ
ん
な
に
で
き
な
い
し
、
仕

事
も
学
び
始
め
の
頃
で
し
た
。
当
時
は
邦
銀
も
ト
リ
プ
ル

Ａ
を
と
っ
て
日
本
の
銀
行
も
す
ご
い
ぞ
と
い
う
状
況
で
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
は
、
お
前
の
付
加
価
値
は
何
だ
と
問

わ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

三
一
歳
で
グ
ル
ー
プ
の
ヘ
ッ
ド
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

付
加
価
値
を
上
げ
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
人
に
対
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
業
績
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
あ
る
い
は
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る

か
を
重
視
し
ま
し
た
。
部
下
は
一
〇
人
い
ま
し
た
が
、
全
員

が
Ｍ
Ｂ
Ａ
卒
業
生
か
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
出
て
弁
護
士
資
格
を

も
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
自
分
だ
け
が
た
た
き
上
げ
な
の

で
、
い
ろ
ん
な
も
の
で
実
績
を
示
す
、
ロ
ジ
カ
ル
に
き
ち
っ

と
説
得
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
一
番
感
じ
た

の
は
「
サ
ム
シ
ン
グ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ト
」、
あ
な
た
の
付

加
価
値
は
何
で
す
か
、
何
が
人
と
違
う
ん
で
す
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。「
サ
ム
シ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
」、
昨
日
と
違
う
あ
な

た
は
何
で
す
か
、
そ
れ
を
絶
え
ず
意
識
し
て
語
り
続
け
ま
し

た
。
日
本
の
社
会
で
は
、
企
業
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、
そ
れ
を

言
う
と
浮
い
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
で
も
、
そ
う
し
な
い
と

海
外
で
は
生
き
て
い
け
な
か
っ
た
し
、
自
分
の
付
加
価
値
と

い
う
意
味
で
は
、
二
七
歳
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
苦
労
し
た
こ

と
が
僕
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

松
波　

な
る
ほ
ど
、
す
ば
ら
し
い
お
話
で
す
。「
サ
ム
シ
ン

グ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ト
」、
要
す
る
に
、
私
は
他
の
人
と
は

こ
こ
が
違
う
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
常
に
主
張
し
な
か
っ
た
ら

世
界
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
非
常
に
大
事
な
言
葉
で

す
ね
。
河
合
さ
ん
は
、
早
く
か
ら
何
回
も
世
界
へ
出
て
い
ま

す
が
、
そ
の
あ
た
り
も
含
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時
：
　
平
成
三
〇
年
二
月
一
一
日
（
日
・
祝
）
一
〇
時

会　

場
：
　
岐
阜
高
校
・
大
会
議
室

出
席
者
：
○
河
合 

達
郎
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
櫻
井 

修
一
（
前
ヨ
ル
ダ
ン
駐
箚
特
命
全
権
大
使
）

　
　
　
　
　
林
　 

信
秀
（
㈱
み
ず
ほ
銀
行
取
締
役
会
長
）

　
　
　
　
　
松
波 

英
寿
（
松
波
総
合
病
院
理
事
長
）〈
司
会
者
〉

（
氏
名
は
五
十
音
順
、
○
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
Ｔ
Ｖ
会
議
）

特 集 ①

座 談 会



28

河合　達郎
（ハーバード大学医学部教授）

河
合　

今
の
お
話
に
同
感
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
大
学
卒

業
後
す
ぐ
に
は
行
け
な
く
て
、
普
通
の
コ
ー
ス
、
つ
ま
り
大

学
医
局
に
入
っ
て
一
通
り
修
練
を
積
み
ま
し
た
。
一
〇
年
後

に
リ
サ
ー
チ
で
渡
米
し
た
ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
英
語
で
苦

労
し
ま
し
た
ね
。

　

リ
サ
ー
チ
が
う
ま
く
い
っ
て
、
三
年
経
っ
た
と
こ
ろ
で
日

本
に
戻
り
ま
し
た
が
、
次
は
自
分
の
リ
サ
ー
チ
を
人
間
に
応

用
し
よ
う
と
、帰
国
後
の
三
年
間
努
力
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
を
日
本
に
お
い
て
実
現
す
る
の
は
到
底
不
可
能
で
あ
る

と
悟
り
、
再
渡
米
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
も
う

四
〇
歳
で
し
た
が
、
今
度
は
臨
床
も
や
る
わ
け
で
す
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
の
国
家
試
験
も
受
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ち
ょ
っ

と
大
変
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
訳
で
、
林
さ
ん
に
同
感
す
る
の
は
、
ア
メ
リ

カ
で
な
ぜ
生
き
て
こ
ら
れ
た
か
と
言
え
ば
、
一
つ
の
こ
と
を

ず
っ
と
や
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
世
界
中

の
誰
に
も
絶
対
に
負
け
な
い
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
ら
、

ア
メ
リ
カ
で
は
生
き
て
い
け
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

松
波　

そ
れ
は
ト
レ
ラ
ン
ス（
免
疫
寛
容
）の
こ
と
で
す
か
？

河
合　

は
い
。
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
で
あ
る
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
医
者
で
あ
り
外
科
医
で
あ
る
以
上
、
あ
る
程
度

の
こ
と
は
こ
な
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
け
れ
ど
、
か
と
い
っ

て
全
部
で
き
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
自
分
の
決
め
た
も
の
を
突

き
詰
め
て
、
世
界
の
誰
に
も
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
も
の
が
何

か
一
つ
あ
る
と
強
い
で
す
ね
。

松
波　

林
さ
ん
の
お
話
で
は
、「
お
前
の
付
加
価
値
は
何
だ
」

と
い
う
こ
と
と
、「
サ
ム
シ
ン
グ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ト
」
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
河
合
さ
ん
の
話
は
、
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
よ
り
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
選
べ
と
い
う
こ

と
。
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
こ
そ
、
自
分
が
世
界
に

通
用
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
生
き
残
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

河
合　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
一
人
の
人
間
が
全
て
を
こ
な

す
の
は
無
理
で
す
。
東
京
女
子
医
科
大
学
の
時
の
恩
師
に
一

度
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
一
つ

の
こ
と
を
錐
を
揉
む
よ
う
に
や
れ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
水
中

で
も
が
い
て
い
る
時
は
息
が
で
き
な
く
て
苦
し
い
け
れ
ど
、

浮
上
し
た
時
は
本
当
に
気
持
ち
が
い
い
。
そ
れ
か
ら
自
分
の

領
域
を
広
げ
て
い
け
ば
良
い
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
い

う
気
持
ち
で
や
ら
な
い
と
、
自
分
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は

作
れ
ず
、
外
国
に
い
て
も
居
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

松
波　

ち
ょ
っ
と
解
説
し
ま
す
と
、
河
合
さ
ん
も
僕
も
移
植

外
科
を
や
っ
て
い
ま
す
。
他
人
の
臓
器
を
も
ら
う
時
、
普
通

は
免
疫
抑
制
剤
を
使
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
使
わ
な
く
て
も
移

植
が
成
立
す
る
「
ト
レ
ラ
ン
ス
」（
寛
容
）
を
誘
導
す
る
こ

と
が
サ
ル
で
は
成
功
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
人
間
に
応
用
す

る
こ
と
も
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
新
し
く
価
値

の
あ
る
こ
と
で
、
彼
は
世
界
の
第
一
人
者
な
の
で
す
。
彼
の

言
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
人
間
の
臓
器
移
植
に
お
け

る
ト
レ
ラ
ン
ス
は
自
分
し
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
本

当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
同
じ
外
科
医
と
し
て
尊
敬
し

て
い
ま
す
。

櫻
井　

私
の
場
合
、
就
職
に
当
た
っ
て
別
に
世
界
に
打
っ
て

出
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
国
の
た

め
に
と
い
う
こ
と
で
防
衛
庁
（
現
・
防
衛
省
）
を
選
ん
で
就

職
し
ま
し
た
。
当
時
の
自
衛
隊
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
内

に
籠
っ
て
い
ま
し
た
が
、
就
職
し
た
一
九
七
九
年
に
ソ
連
軍

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
、
一
九
八
三
年
に
は
大
韓
航

空
機
が
サ
ハ
リ
ン
沖
で
ソ
連
機
に
撃
墜
さ
れ
る
事
件
が
起
き

ま
し
た
。
当
時
は
冷
戦
時
代
で
、
日
本
一
国
で
は
立
ち
行
か

な
い
。
同
盟
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
協
力
し
な
が
ら
仲
良
く

や
る
こ
と
が
必
要
で
、
自
分
が
内
に
籠
っ
て
い
て
は
日
本
を

守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
私
は
や
っ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　

英
語
は
不
可
欠
だ
と
考
え
、
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、湾
岸
戦
争
が
あ
り
、戦
後
に
日
本
も
ペ
ル
シ
ャ

湾
に
掃
海
艇
を
派
遣
し
ま
し
た
。
一
九
九
二
年
に
は
国
際
平

和
協
力
法
が
制
定
さ
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
施
設
部
隊
を
派
遣

し
ま
し
た
。
自
衛
隊
も
世
界
の
平
和
に
協
力
す
る
た
め
に
国

際
化
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　

日
本
な
り
の
貢
献
の
仕
方
と
な
る
と
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と

は
言
わ
な
く
と
も
、
後
方
支
援
な
ど
、
き
め
の
細
か
い
部
分

で
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
平
和
構
築
の
た
め
に
貢
献

す
る
、
日
本
な
ら
で
は
の
活
躍
を
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
に

携
わ
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中
に
あ
っ
て

私
は
、
部
隊
を
管
理
す
る
部
門
に
い
ま
し
た
。

　

河
合
さ
ん
や
松
波
さ
ん
の
場
合
は
正
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
、
自
分
な
ら
で
は
の
何
か
で
す
が
、
自
衛
隊
で
な
ら
で
は

と
考
え
た
場
合
、
個
人
を
組
織
に
置
き
換
え
る
と
、
隊
員
が

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
の
で
す
。
彼
ら
に
対
し
て
適
切
な
装
備

品
や
人
事
を
考
え
る
上
で
、
自
分
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で

な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
理
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系
の
方
と
は
違
う
振
る
舞
い
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

防
衛
で
は
情
報
が
非
常
に
重
要
で
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
世

界
各
国
と
情
報
や
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
政
策
立
案
や
部
隊

運
用
を
進
め
ま
す
。
日
本
の
地
理
的
な
位
置
、
地
政
学
的
な

利
点
を
生
か
し
て
、
日
本
な
ら
で
は
の
情
報
を
集
め
る
こ
と

も
あ
る
わ
け
で
、
き
め
細
か
さ
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

五
八
歳
に
な
っ
て
、
人
生
で
初
め
て
ヨ
ル
ダ
ン
と
い
う
国

で
し
た
が
外
国
で
生
活
し
仕
事
す
る
と
い
う
立
場
を
与
え
ら

れ
て
海
外
へ
出
ま
し
た
。
難
民
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て

い
る
国
を
助
け
る
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
こ
で
も
日
本
な
ら

で
は
の
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
欧
米
の
や
り
方
に
は
や
や
押

し
付
け
が
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
は
見

返
り
を
直
接
期
待
せ
ず
、
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
助
け
る
と

い
う
形
で
い
き
ま
す
か
ら
、
非
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

の
で
す
。
外
務
省
の
活
動
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

の
活
動
も
自
衛
隊
も
同
じ
な
ん
で
す
。
権け
ん
ぺ
い柄

尽ず

く
で
な
い
、

日
本
人
の
歴
史
と
文
化
に
支
え
ら
れ
た
押
し
付
け
が
ま
し
く

な
い
や
り
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
ト
レ
ラ

ン
ス
と
い
う
言
葉
が
出
ま
し
た
が
、
日
本
人
が
寛
容
で
誰
に

も
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
医
者

の
仕
事
も
役
所
の
仕
事
も
ト
レ
ラ
ン
ス
が
ど
れ
だ
け
う
ま
く

い
く
か
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
、
同
じ
言
葉
が
聞
け
た
と
思
い

ま
し
た
。

松
波　

確
か
に
理
系
と
文
系
の
立
場
で
は
違
う
面
も
あ
り
ま

す
が
、
櫻
井
さ
ん
が
言
わ
れ
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
な
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
、
な
る
ほ
ど
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
三
人
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
世
界
で
や
っ
て

い
く
た
め
に
自
分
を
い
か
に
主
張
す
る
か
、
存
在
を
認
め
て

も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
、
櫻
井
さ
ん
の
場
合
は
、

自
分
の
省
庁
、
部
下
、
組
織
が
い
か
に
世
界
に
認
め
ら
れ
る

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

海
外
で
上う

ま手
く
や
っ
て
い
く
に
は

松
波　

次
に
、
自
分
が
海
外
で
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
い
か

に
そ
こ
で
上
手
に
仕
事
を
進
め
る
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

自
分
が
評
価
さ
れ
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
そ
こ
で
上
手

く
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
皆
さ
ん
の
場
合
は
、

世
界
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
成
功
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
上
手
く
や
っ
て
い
く
コ
ツ
と
か
努
力
と
か
苦
労
と
か
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
す
。

林　

当
然
の
こ
と
と
し
て
銀
行
は
，
世
界
中
の
金
融
機
関
と

競
争
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
の
銀
行
は
ど
ん
ど
ん
現
地

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
非
日
系
の
お
客
様
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
お
客
様
以
外
に
も
地
元
の
銀
行
や
世
界
で

活
躍
す
る
銀
行
と
競
争
し
て
存
在
価
値
を
認
め
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

香
港
で
副
支
店
長
だ
っ
た
時
、
個
人
と
し
て
の
サ
ム
シ
ン

グ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
組
織
と
し
て
銀
行
と

し
て
何
が
他
行
と
違
う
か
を
認
め
て
も
ら
お
う
と
し
て
努
め

た
こ
と
は
、
相
手
企
業
に
と
っ
て
経
営
戦
略
、
成
長
戦
略
で

ど
う
役
に
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
点
で
日
本

は
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
み
ず
ほ
銀
行
の
お
客
様

に
は
、
日
本
中
の
上
場
企
業
の
八
割
に
加
え
て
中
小
企
業
の

お
客
様
も
お
ら
れ
ま
す
。
日
本
企
業
と
も
っ
と
提
携
し
た
い
、

日
本
の
技
術
を
導
入
し
た
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
入
れ
た
い
。
デ

ジ
タ
ル
の
面
で
の
新
た
な
展
開
に
際
し
て
、
相
手
企
業
の
経

営
戦
略
、
成
長
戦
略
に
つ
い
て
対
話
す
る
。
経
営
戦
略
を
こ

う
し
た
ら
も
っ
と
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
分
野

に
入
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
ど
ん
ど
ん
し
ま
し
た
。

　

香
港
の
華
僑
や
財
閥
ト
ッ
プ
は
も
の
す
ご
く
お
金
持
ち

で
、「
銀
行
で
す
」
と
言
っ
て
行
く
と
、
初
め
は
挨
拶
し
て
く

れ
ま
す
が
、
以
後
は
表
敬
で
行
っ
て
も
会
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
銀
行
の
付
加
価
値
は
何
か
、
何
を
も
っ
て
き
て
く

れ
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
ち
ら
が
そ
う
い
う
面

に
こ
だ
わ
っ
て
話
し
て
い
く
と
、
財
閥
ト
ッ
プ
は
膝
を
乗
り

出
し
て
き
ま
す
。
儲
け
話
は
何
か
、自
分
の
経
営
戦
略
に
と
っ

て
何
が
良
い
の
か
を
聞
い
て
く
る
の
で
す
。
他
行
と
違
う
と

い
う
差
別
化
、
例
え
ば
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
と
戦
う
だ

け
で
は
な
く
て
、
相
手
の
成
長
戦
略
に
関
す
る
提
言
を
懸
命

に
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
化
し
て
い
く
。
そ
こ
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
最
後
に
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な

り
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
急
が
ば
回
れ

と
い
う
か
、
そ
う
し
た
環
境
を
築
き
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

昔
の
邦
銀
は
、
何
か
を
や
る
た
び
に
後
か
ら
入
っ
て
き
て
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
で
お
金
だ
け
出
す
と
、
あ
る
日
突
然

破
産
す
る
と
か
、失
敗
の
連
続
で
し
た
。
経
営
家
と
す
れ
ば
、

正
に
ト
ッ
プ
ど
う
し
の
会
話
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
会
社

は
大
丈
夫
か
、
こ
の
経
営
者
は
大
丈
夫
か
、
膝
詰
め
で
会
話

で
き
る
と
、
先
の
こ
と
が
判
断
で
き
ま
す
。

　

モ
デ
ル
を
変
え
る
と
い
う
点
で
行
内
で
も
相
当
改
革
を
し

ま
し
た
し
、
相
手
か
ら
見
て
も
「
あ
、
珍
し
い
ね
。
邦
銀
の

中
で
」
と
な
っ
て
、
地
元
の
銀
行
だ
っ
た
り
シ
テ
ィ
ー
バ
ン

ク
や
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
と
は
違
う
ね
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
み
ず
ほ
銀
行
や
か
つ
て
の
富
士
銀

行
に
は
、
日
本
の
お
客
様
、
ア
ジ
ア
の
お
客
様
と
様
々
な
成

長
を
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
だ
っ
た
り
、
こ
う
い
う

付
加
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
認
め
て
も
ら
っ
て
き
た
と

い
う
わ
け
で
す
。
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松
波　

つ
ま
り
、
僕
の
素
人
的
理
解
で
言
う
と
、
例
え
ば
金

利
を
よ
り
安
く
し
て
売
り
込
む
の
で
は
な
く
、
相
手
の
会
社

に
と
っ
て
自
分
た
ち
を
選
ん
で
も
ら
え
ば
よ
り
相
手
が
成
長

す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
視
点
を
も
つ
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
戦

略
を
変
え
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
例
え
ば
ゴ
ー
ル

ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
や
他
の
金
融
機
関
よ
り
も
信
頼
と
ト
ッ
プ

ど
う
し
の
良
い
人
間
関
係
が
で
き
て
良
い
契
約
が
結
べ
る
、

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
将
来
の
お
互
い
の

利
益
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

林　

み
ず
ほ
銀
行
は
今
、
ア
メ
リ
カ
で
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

ロ
ー
ン
で
六
番
目
に
入
っ
て
い
ま
す
し
、
海
外
に
お
け
る
収

益
の
七
割
が
非
日
系
の
取
引
先
で
す
。

松
波　

な
る
ほ
ど
、
相
手
に
浸
透
し
信
頼
を
得
ら
れ
た
結
果

だ
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
河
合
さ
ん
は
、
海
外
で
の
ポ
ス
ト

に
お
い
て
周
り
に
ど
う
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
か
？　

教
室
、
看
護
師
さ
ん
、
あ
る
い
は
学
会
な
ど
で
。

河
合　

一
般
社
会
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
私
の
場
合
、
仕
事
が
臨
床
と
研
究
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
先
ず
臨
床
で
は
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
に
誠
意
を
も
っ
て

接
す
る
し
か
な
い
し
、
そ
れ
で
良
い
結
果
を
出
し
て
い
く
し

か
な
い
。
と
に
か
く
責
任
を
も
っ
て
や
る
し
か
な
い
の
で
す
。

松
波　

日
本
の
医
師
も
ア
メ
リ
カ
の
医
師
も
、
臨
床
医
と
し

て
は
同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

河
合　

結
局
は
同
じ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
患
者
さ
ん
も
ミ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
が
一
番
ま
ず
い
の
で
、
や

る
こ
と
を
全
部
理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
、
生

死
に
関
わ
る
こ
と
も
か
な
り
多
い
の
で
、
そ
れ
を
本
当
に
理

解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
絶
え
ず
気
に
か
け
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
に
訴
え
ら
れ
た
ら
お
し
ま
い
で
す
か
ら
。
幸
い
な
こ

と
に
、
二
〇
年
や
っ
て
い
て
訴
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

と
に
か
く
一
人
一
人
に
誠
心
誠
意
を
尽
く
す
し
か
な
い
で
す

よ
ね
。

　

研
究
の
方
は
資
金
が
な
く
な
っ
た
ら
で
き
な
い
の
で
、
何

と
し
て
も
研
究
費
を
確
保
し
続
け
る
。
そ
の
た
め
に
は
研

究
結
果
を
必
ず
論
文
と
し
て
出
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
い

ろ
ん
な
人
と
話
し
な
が
ら
共
同
し
た
り
、
と
に
か
く
一
つ
の

こ
と
を
や
り
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
結
局
お
金
が
な
く

な
っ
た
時
点
で
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
絶
え
ず
ス
ト
レ
ス
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
人
間
関
係
に
関
し
て
重
要
な
こ
と
で
す
が
、

と
に
か
く
喧
嘩
し
な
い
こ
と
で
す
。
喧
嘩
し
た
ら
駄
目
で
す
。

日
本
人
は
結
構
喧
嘩
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
派
閥
ど
う
し
で
と

か
…
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
派
閥
が
無
い
の
で
、
敵
対
す
る
人

で
も
う
ま
く
利
用
し
た
り
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
共
同
研
究

で
き
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
う
ま
く
考
え
な
が
ら
、

決
定
的
な
人
間
関
係
の
破
綻
に
陥
ら
な
い
と
い
う
の
も
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

松
波　

つ
ま
り
、
臨
床
に
お
い
て
は
信
頼
、
研
究
に
お
い
て

は
い
か
に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
。
論
文
を
書
く
こ

と
で
情
報
発
信
し
な
が
ら
敵
を
作
ら
ず
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
櫻
井
さ
ん
の
場
合
は

ど
う
で
す
か
？

櫻
井　

お
二
人
の
お
話
と
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、
外
国
に

い
て
も
国
内
に
い
て
も
家
庭
内
で
も
、
相
手
の
気
持
ち
を
よ

く
聞
い
て
理
解
す
る
、
相
手
の
立
場
も
理
解
す
る
。
そ
れ
は

言
う
こ
と
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
先
ず
は
理
解
す

る
こ
と
で
す
。
十
分
に
理
解
し
た
上
で
一
緒
に
考
え
る
。
そ

れ
で
お
互
い
の
一
致
点
、
と
い
っ
て
も
全
面
的
に
一
致
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、
な
る
べ
く
広
め
に
一
致
点
を
見

出
し
て
、
そ
の
一
致
点
を
少
し
で
も
拡
大
す
る
よ
う
に
議
論

を
続
け
て
い
く
と
い
う
の
が
、
外
国
人
と
の
関
係
で
も
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

外
交
官
の
経
験
か
ら
特
に
思
う
こ
と
は
、
欧
米
の
人
で
も

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
人
で
も
、
僕
の
英
語
が
上
手
で
な
か
っ
た
と

い
う
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
外
国
の
人
は
も
う
、

よ
く
し
ゃ
べ
る
ん
で
す
よ
。
三
分
の
一
で
済
む
内
容
を
三
倍

に
し
て
延
々
と
し
ゃ
べ
る
ん
で
す
。
僕
の
方
は
一
生
懸
命
聞

い
て
、
大
体
み
ん
な
が
し
ゃ
べ
り
終
わ
っ
た
頃
に
ボ
ソ
ッ
と

言
う
。
す
る
と
、
普
段
は
黙
っ
て
い
る
奴
が
し
ゃ
べ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
の
一
言
が
非
常
に
重
み
を
も
つ
。
そ
う
い
う

点
で
得
を
し
た
か
な
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

い
つ
も
黙
っ
て
い
る
と
、「
こ
い
つ
、
分
か
っ
て
る
の
か
？
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
沈
黙
は
金
、相
手
は
銀
だ
と
思
っ

て
、
先
ず
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
米
軍
と
の
交
渉
で
も
そ
う

だ
っ
た
し
、
石
油
部
に
い
た
時
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
石
油
政
策

の
宣
伝
で
も
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

先
ず
彼
ら
が
何
で
困
っ
て
い
る
か
を
聞
い
て
、
そ
れ
か
ら
こ

う
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
、
ど
う
で
す
か
と
提
案
す
る
。

そ
れ
は
外
国
で
も
妻
と
し
ゃ
べ
る
時
で
も
同
じ
か
な
と
思
い

ま
す
。（
一
同　

笑
）

松
波　

す
ば
ら
し
い
で
す
。
常
に
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
三
人
と
も
立
場
が
違
い
ま
す
し
、
対
象
も
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違
い
ま
す
が
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
会
社
や
国
、
医
者
は
一
番
小
さ
い
個
人
と
個
人
の

関
係
が
ほ
と
ん
ど
で
す
け
れ
ど
、
い
か
に
相
手
の
立
場
に
共

感
す
る
か
と
い
う
形
で
、
結
局
は
Ｋ
Ｙ
が
ど
う
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
国
で
あ
ろ
う
が
企
業
で
あ
ろ
う
が
個
人
で

あ
ろ
う
が
、
ど
れ
も
同
じ
こ
と
で
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

異
文
化
へ
の
対
応

松
波　

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は

皆
日
本
人
で
す
か
ら
、
日
本
の
歴
史
を
知
り
、
日
本
人
と
し
て

の
教
養
や
礼
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
コ

モ
ン
セ
ン
ス
が
外
国
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
良
か

れ
と
思
っ
た
こ
と
が
相
手
に
失
礼
に
当
た
る
と
か
。
あ
る
い
は
、

彼
ら
が
発
信
し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
サ
イ
ン
が
読
め
な
い
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
る
と
、
宗
教
、
歴
史

背
景
、
慣
習
な
ど
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
話
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
点
で
林
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

赴
任
先
の
外
国
で
全
然
違
う
と
思
い
ま
す
が
。

林　
本
当
は
、
自
分
自
身
が
世
界
の
文
明
の
歴
史
や
宗
教

に
つ
い
て
も
っ
と
し
っ
か
り
と
教
養
を
身
に
付
け
る
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
こ
ま
で
の
知
識
は
な

か
っ
た
で
す
。
先
ほ
ど
河
合
さ
ん
か
ら
喧
嘩
し
た
ら
駄
目
だ

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
彼
ら
は
平
気
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
議
論
を
し
て
、
結
論

な
り
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
り
が
で
き
た
ら
し
っ
か
り
従
う
。
先

ず
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
言
う
、
相
手
の
立
場
を
し
っ

か
り
聞
き
出
す
と
同
時
に
自
分
の
意
見
を
言
う
、
相
手
の
文

化
、
相
手
の
立
場
と
背
景
を
し
っ
か
り
聞
き
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

し
な
が
ら
最
後
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
し
っ
か
り
ま
と
め
あ
げ

る
。
そ
の
能
力
は
さ
す
が
と
い
う
べ
き
で
、
彼
ら
は
小
さ
い

時
か
ら
の
教
育
で
慣
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ご
く
上う

手ま

い
と
思
い
ま
す
。

松
波　

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
教
室
が
小
学
校
に
も
あ
り
ま
す
ね
。

林　
は
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
外
国
を
よ
り
深
く
知
る

た
め
に
は
、
文
化
に
も
歴
史
に
も
、
美
術
館
へ
行
け
ば
絵
画

一
枚
に
も
例
え
ば
聖
書
の
物
語
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を

分
か
っ
た
上
で
見
る
の
と
、
単
に
き
れ
い
だ
、
す
ば
ら
し
い

と
い
う
だ
け
で
見
る
の
と
で
は
、
重
み
が
違
い
ま
す
。
そ
こ

は
こ
れ
か
ら
努
力
を
要
す
る
課
題
で
す
。

松
波　

そ
う
い
う
こ
と
で
苦
労
し
た
り
失
敗
し
た
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

林　
例
え
ば
、
会
議
後
に
会
食
す
る
と
き
に
い
ろ
ん
な
話
が

で
き
ま
す
が
、
さ
す
が
に
日
本
人
に
そ
こ
ま
で
求
め
て
く
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。
で
も
彼
ら
ど
う
し
で
話
し

て
い
る
時
、ア
メ
リ
カ
人
は
あ
ま
り
気
に
し
ま
せ
ん
が
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
は
教
養
や
素
養
が
一
つ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
は
そ
れ
を
常
識
と
し
て
も
っ

て
い
ま
す
ね
。

松
波　

そ
う
言
え
ば
、
西
洋
人
の
名
前
に
は
聖
書
に
由
来
す

る
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
ヨ
ハ
ン
、
ピ
ー
タ
ー
、
マ
リ
ア
な

ど
も
そ
う
で
す
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
に
は
キ
リ
ス
ト
教
や

ギ
リ
シ
ャ
文
明
が
影
響
し
て
い
ま
す
ね
。

　

河
合
さ
ん
の
場
合
は
ど
う
で
す
か
？　

特
に
患
者
さ
ん
と

個
人
的
に
向
き
合
う
場
合
に
宗
教
的
、
文
化
的
な
背
景
に
関

し
て
困
っ
た
こ
と
や
配
慮
が
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

河
合　

ア
メ
リ
カ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
で
す
が
、
多

民
族
、
多
宗
教
の
国
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
に
よ
っ

て
接
し
方
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
触
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
明
確
な
宗
教
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で

は
結
構
、
評
判
が
い
い
ん
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
で
も
フ
ラ
ン

ス
で
も
評
判
が
良
い
。
ど
う
し
て
宗
教
が
は
っ
き
り
し
な
い

の
に
評
判
が
い
い
か
と
い
う
と
、
日
本
人
は
あ
ま
り
ガ
ツ
ガ

ツ
し
て
な
く
て
、
節
度
が
あ
っ
て
、
一
つ
の
こ
と
を
一
生
懸



32

命
に
や
る
。
一
番
の
美
徳
と
し
て
、
見
返
り
を
求
め
る
こ
と

な
く
一
生
懸
命
に
や
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
ど
の
日
本
人
に
も

結
構
あ
る
ん
で
す
よ
。
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
た
日
本
人

固
有
の
こ
う
し
た
道
徳
観
が
共
通
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
世
界

中
の
人
が
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
非
常

に
や
り
や
す
い
で
す
。
日
本
人
で
あ
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
で

す
ね
。

松
波　

同
じ
東
洋
人
ど
う
し
で
も
日
本
人
は
受
容
的
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

河
合　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
国
人
は
謙
遜
な

ん
て
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
出
て
く
る
人
が
多
い
。
ど
う

し
て
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
日
本
人
の
道
徳
の
基
に

な
っ
て
い
る
儒
教
な
ど
、
今
の
中
国
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
か
。
中
国
人
は
現
実
的
な
部
分
が
前
面
に
出
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
人
と
か
な
り
違
う
と
こ

ろ
で
す
。

松
波　

日
本
人
は
非
常
に
評
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

河
合　

そ
う
で
す
。
戦
後
、
日
本
人
が
海
外
へ
出
て
そ
れ
ぞ

れ
の
所
に
根
を
下
ろ
し
て
努
力
し
て
き
た
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。

松
波　

今
、河
合
さ
ん
が
言
っ
た
日
本
人
の
道
徳
や
宗
教
観
、

仏
教
も
そ
う
で
す
し
、
儒
教
、
特
に
朱
子
学
の
影
響
も
大
き

い
で
す
ね
。
江
戸
時
代
の
水
戸
学
は
朱
子
学
の
一
つ
で
す
し
、

現
代
に
も
影
響
が
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
発
信
元

で
あ
る
中
国
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
私
は
中
国
人
の
教
授

も
知
っ
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
儒
教
が
今
の
中
国
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
中
国
人
に

儒
教
を
学
ん
だ
人
だ
と
い
う
印
象
は
も
ち
ま
せ
ん
。
文
化
大

革
命
の
影
響
か
と
思
い
ま
す
が
。

　

櫻
井
さ
ん
は
あ
る
時
期
、
日
本
を
代
表
し
て
外
国
に
行
か

れ
た
わ
け
で
す
が
、
道
徳
や
宗
教
と
い
っ
た
問
題
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
ヨ
ル
ダ
ン
も
宗
教
的
に
は
非
常
に
難
し
い
地
域

で
す
よ
ね
。

櫻
井　
は
い
。
ヨ
ル
ダ
ン
は
九
二
～
三
％
が
ス
ン
ニ
派
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
、
約
七
％
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
国
で
す
。
元
々

は
ユ
ダ
ヤ
教
も
含
め
て
皆
が
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
百
年
ほ
ど
前
か
ら
動
き
が
あ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
後
に

イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
彼
ら
と
付
き
合
う

上
で
は
独
特
の
タ
ブ
ー
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
は
触
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

松
波　

そ
れ
を
知
っ
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す

ね
。

櫻
井　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
で
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
宗

教
や
民
族
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
数
多
く
の
戦
い
を
し
て
、

征
服
・
被
征
服
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
国
の
人

た
ち
が
い
る
場
で
は
、
基
本
的
に
は
相
手
が
嫌
が
る
よ
う
な

話
題
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。
向
こ
う
か
ら
話
題
に
し
て
く
れ
ば

話
を
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

　

そ
れ
か
ら
食
べ
物
の
タ
ブ
ー
も
あ
り
ま
す
。
家
に
招
待

し
た
外
国
の
方
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
だ
か
ら
肉
は
食
べ
な
い
と

か
、
豚
肉
は
食
べ
な
い
と
か
、
牛
肉
は
食
べ
な
い
と
か
、
生

魚
は
だ
め
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
の
で
、
事
前
に
確

認
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
理
解

し
な
が
ら
付
き
合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
タ

ブ
ー
で
は
な
い
け
ど
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
確
認
も
大
事
で

す
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
に
は
日
本
を
大
好
き
な
人
が
結
構
い
て
、
富
裕

層
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
日
本
に
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
東
京
は

き
れ
い
な
街
で
ゴ
ミ
一
つ
無
い
と
言
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

掃
除
や
食
事
の
後
片
付
け
は
基
本
的
に
日
本
人
が
し
ま
す
。

ア
ラ
ブ
諸
国
で
は
、
出
稼
ぎ
の
エ
ジ
プ
ト
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
が
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
と
彼
ら
の

仕
事
が
な
く
な
る
と
言
う
人
も
い
る
ほ
ど
で
、
階
層
が
あ
り

ま
す
。
日
本
の
社
会
は
フ
ラ
ッ
ト
で
す
よ
ね
。
一
部
の
超
富

裕
層
を
除
け
ば
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
米
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
比
べ

て
所
得
格
差
は
小
さ
い
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
人
は
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
す
る
ん
だ
と
、
な
る
べ
く
話
す
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

松
波　

日
本
に
は
外
国
の
よ
う
な
明
確
な
階
層
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
？

櫻
井　
は
い
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
製
品
は
壊
れ
な
い
、
長
持

ち
す
る
。
こ
ん
な
に
長
持
ち
す
る
物
を
作
っ
た
ら
次
が
売
れ

な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
あ
る

時
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
ら
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
サ
ニ
ー
で
し
た
。

運
転
手
が
拙
い
英
語
で
日
本
人
か
？
と
聞
い
て
き
た
の
で
、

そ
う
だ
と
答
え
る
と
、
こ
の
サ
ニ
ー
に
は
一
六
年
乗
っ
て
い

る
が
一
向
に
壊
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
製
品
へ
の

信
頼
、
憧
れ
が
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。
最
近
、
エ
ジ
プ
ト

や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
日
本
の
小
学
校
教
育
に
な
ら
っ
て
教

室
の
後
片
付
け
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
幼
稚
園
教

育
を
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

松
波　

今
の
お
話
で
は
、
日
本
で
は
放
課
後
に
子
ど
も
が
教

室
を
掃
除
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
す
が
、
海
外
で
は
必
ず

し
も
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？

櫻
井　
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
う
ち
の
子
を

酷
使
す
る
と
か
虐
待
だ
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
文
化
で

す
。
日
本
に
い
た
の
で
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
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そ
れ
か
ら
、
日
本
人
は
多
神
教
で
す
よ
ね
。
熱
心
な
信
者

も
お
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の
人
は
宗
教
に
寛
容
で
す
。
キ
リ

ス
ト
教
徒
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
同
じ
神
様

の
は
ず
な
の
に
、
彼
ら
は
ち
ょ
っ
と
し
た
考
え
の
違
い
か
ら

争
い
事
ど
こ
ろ
か
戦
争
に
さ
え
な
る
わ
け
で
、
日
本
人
は
一

神
教
の
人
た
ち
と
は
宗
教
観
が
全
然
違
い
ま
す
。
そ
れ
が
理

解
し
合
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
考
え
る

林　

私
に
は
、
日
本
が
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、

本
当
に
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り

ま
す
。
国
際
会
議
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
毎
月
の
よ
う
に
海
外
に
出

張
し
ま
す
が
、
確
か
に
み
ん
な
日
本
は
す
ば
ら
し
い
国
だ
と

言
い
ま
す
。
今
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
旅
行
者
の
自
国

へ
の
誘
致
）
の
増
加
が
す
ご
い
で
す
し
、
行
き
た
い
国
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。
す
ご
く
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
公
害
や
汚

染
も
な
い
し
、
食
べ
物
も
酒
も
お
い
し
い
し
、
こ
ん
な
快
適

な
国
は
な
い
で
す
。
日
本
人
は
寛
容
で
相
手
の
立
場
に
立
つ

か
ら
、
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
日

本
と
日
本
人
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。

　

で
も
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
存
在
感
は
ど
ん
ど
ん
落
ち
て

き
て
い
ま
す
。
逆
に
、
中
国
の
存
在
感
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
っ
て
い
て
、
今
や
中
国
は
国
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
す

ご
く
自
信
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
存
在
感
が
市

場
に
お
い
て
も
政
治
に
お
い
て
も
経
済
に
お
い
て
も
出
て
い

て
、
国
の
指
導
者
が
そ
れ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
一

月
に
習
近
平
さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
李
克
強
首
相
と
も

話
し
ま
し
た
が
、
国
の
改
革
と
し
て
の
一
帯
一
路
、
デ
ジ
タ

ル
を
中
心
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
中
国
は
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
圧
倒
的
な
市
場
の
大
き

さ
か
ら
世
界
中
が
中
国
詣
で
を
す
る
わ
け
で
す
。
中
国
人
が

好
き
か
と
聞
か
れ
て
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
で
あ
っ
て
も
、

経
済
の
大
き
さ
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
生
き
方
と
し
て
、
中
国
の
よ
う
に
経
済
で
発
展
し

な
く
て
も
、
国
と
し
て
国
民
と
し
て
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
れ
ば

良
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で

は
日
本
の
今
の
繁
栄
、
生
活
、
経
済
を
維
持
で
き
る
か
が
と

て
も
不
安
で
す
。
中
国
人
の
よ
う
に
な
れ
と
は
言
わ
な
い
け

れ
ど
、
日
本
も
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
訴
え
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
良
い
例
が
、
地
球
温
暖
化
の
パ
リ
協
定
で
す
。

元
々
京
都
議
定
書
で
は
日
本
が
議
長
国
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
後
の
政
権
の
ゴ
タ
ゴ
タ
の
中
で
、
あ
れ
だ
け
公
害
を
出

し
て
い
る
中
国
が
今
や
パ
リ
協
定
を
守
る
べ
き
だ
と
言
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
今
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
枠
組
み
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
〝
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
〟
と
し
か
言

わ
な
い
で
す
が
、
中
国
の
習
近
平
は
地
域
経
済
統
合
が
大
事

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
中
国
は
こ
れ
を
断
固
と
し
て
や
る
と
。

そ
れ
を
一
帯
一
路
と
し
て
や
り
な
が
ら
、
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

個
人
個
人
、
企
業
も
含
め
て
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
完
全
に
表
裏

一
体
と
な
り
、
そ
れ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
が
す
ご
い
勢
い
で
進
ん
で
い
ま

す
。
今
や
中
国
で
は
現
金
を
使
い
ま
せ
ん
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
店
で
現
金
を
受
け
付
け
て
く
れ
な
い

の
で
す
。
ア
リ
ペ
イ
（
支
付
宝
）
か
ウ
ィ
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
（
微

信
支
付
）。上
海
で
乞
食
に
小
銭
を
渡
そ
う
と
し
た
ら
、「
ノ
ー

ノ
ー
、
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
仮
想
通
貨
を
振
り
込
ん
で
」
と

言
わ
れ
た
と
い
う
話
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。（
一
同　

笑
）

　

そ
れ
が
中
国
の
現
実
で
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
中
国
が
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、
一
四
億
の
民
の
う
ち
、
ウ
ィ
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
、

テ
ン
セ
ン
ト
（
騰
訊
）
の
利
用
者
が
七
億
人
で
す
。
こ
の

七
億
人
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

い
く
わ
け
で
す
。
日
本
の
ス
イ
カ
（Suica

）
や
フ
ェ
リ
カ

（FeliCa

）
は
特
殊
な
ん
で
す
。
日
本
で
は
便
利
で
も
、
海

外
へ
持
っ
て
い
っ
て
使
え
な
い
。
世
界
で
ど
う
戦
う
か
、
あ

る
程
度
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
考
え
て
や
ら
な
い
と
、
日
本
は
い

い
国
、
日
本
人
は
い
い
人
と
言
わ
れ
、
個
人
個
人
を
見
れ
ば

す
ご
く
頑
張
っ
て
い
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
国
全
体

と
し
て
見
た
時
に
は
ど
う
な
の
か
。
も
う
一
度
官
民
挙
げ
て

ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
を
練
り
直
さ
な
い
と
、
五
年
後
、
一
〇
年
後

が
す
ご
く
不
安
な
の
で
す
。

松
波　

す
ば
ら
し
い
ご
指
摘
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
日
の
対
談
に
は
若
い
人
た
ち
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
個
人
の
評
価
と

国
の
評
価
は
全
く
違
う
わ
け
で
す
ね
。

　

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世
界
で
二
位
か
ら
三
位
へ
落
ち
た
の
は

も
う
八
年
前
の
こ
と
で
、
今
で
は
中
国
の
半
分
以
下
で
す
。

ア
メ
リ
カ
と
中
国
が
増
え
て
日
本
は
ド
ン
と
下
が
っ
て
い
ま

す
し
、
世
界
に
お
け
る
発
言
力
も
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
林
さ
ん
は
日
中
経
済
協
会
の
副
会
長
も
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
立
場
だ
か
ら
こ
そ
の
発
言
だ
と
思
い
ま
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す
。
日
本
は
官
民
挙
げ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
で
も

や
っ
ぱ
り
個
人
の
魅
力
は
磨
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
国
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
し
ょ
う
か
？

林　

い
や
、
安
倍
政
権
は
す
ご
く
頑
張
っ
て
い
て
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
国
を
改
革
し
て
い
る
の
で
す
が
、
規
模
感
と
い
い

変
化
の
速
さ
と
い
い
、
デ
ジ
タ
ル
を
中
心
と
し
た
国
の
モ
デ

ル
の
在
り
方
の
違
い
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
経
済
産
業
省
が

枠
組
み
を
変
え
て
一
生
懸
命
支
え
、
安
倍
政
権
が
旗
を
振
っ

て
い
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
に
お
い
て
中
国
と
は
断
然
違
い

ま
す
。

櫻
井　

日
本
は
、
国
際
協
力
の
場
な
ど
で
も
意
思
決
定
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
、
決
定
後
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
い
ざ

始
ま
れ
ば
着
実
に
き
ち
ん
と
や
る
の
で
日
本
は
す
ば
ら
し
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か
か
り
過

ぎ
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
中
国
は
サ
ッ
と
来
て
サ
ッ
と
や
っ

て
い
く
。
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
パ
ッ
と

や
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
よ
ね
。
ス
ピ
ー
ド
感
と
い
う
点
で

日
本
は
堅
実
と
い
う
か
…

林　

皆
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ

ね
。
例
え
ば
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
テ
ィ
ラ
ワ
ー
工
業
団
地
な
ど
で

も
、
日
本
企
業
に
も
っ
と
出
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
五
〇
〇

社
ぐ
ら
い
紹
介
し
ま
し
た
。
日
本
企
業
は
、
一
旦
決
め
れ
ば

き
ち
ん
と
や
る
ん
だ
け
ど
、
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。

何
と
言
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、〝
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
〟（
ノ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
・
ト
ー
ク
オ
ン
リ
ー
）
で
す
よ
。（
一
同　

爆
笑
）

　

そ
う
い
う
評
判
が
立
つ
と
ま
ず
い
で
す
ね
。
僕
自
身
も
反

省
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
は
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
に
す
ご

く
臆
病
で
す
。
学
校
も
も
っ
と
リ
ス
ク
を
取
れ
と
言
い
た
い
。

い
ろ
ん
な
可
能
性
を
自
分
の
手
で
摑
む
ん
だ
と
い
う
教
育
を

し
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、
機
会
平
等
で
は
な
く
て
〝
結
果

平
等
〟
に
な
っ
て
い
る
。
運
動
会
で
手
を
つ
な
い
で
一
緒
に

ゴ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
よ
う
な
…
。
海
外
で
は
競
争
は

当
た
り
前
な
ん
だ
か
ら
、
家
庭
教
育
を
含
め
て
教
育
か
ら
変

え
て
い
か
な
い
と
、
中
国
人
を
相
手
に
戦
う
の
は
な
か
な
か

大
変
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

松
波　

今
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
ど
う
考

え
る
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
河
合
さ
ん
は
ど
う

で
す
か
？

河
合　

林
さ
ん
の
危
惧
に
同
感
し
ま
す
。
日
本
人
の
欠
点
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
下
手
な
こ
と
で
す
。
何
か
を
主
張

で
き
な
い
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
億
劫
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
年
ほ
ど
、
岐
阜
高
校
の
生
徒
が
三
〇
人
ぐ
ら
い
ず

つ
短
期
間
ア
メ
リ
カ
に
研
修
に
来
て
い
ま
す
。
昨
年
の
二
月
、

あ
る
日
の
午
前
中
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
生
一
〇
人
ほ
ど
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
最
後
に
生
徒
が
お
礼
を

言
う
場
面
。
三
〇
人
も
い
る
の
に
一
人
と
し
て
「
あ
り
が
と

う
」
の
言
葉
が
な
い
ん
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
な
い
と
何
も
進
み
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
、
一
人
だ
け
よ
う
や
く
「
サ
ン
キ
ュ
ー
、
サ
ン

キ
ュ
ー
」
と
勇
気
を
出
し
て
前
に
出
て
き
ま
し
た
。「
サ
ン

キ
ュ
ー
」
し
か
言
え
な
く
て
も
、
そ
の
生
徒
は
立
派
で
す
。

他
の
生
徒
は
、
臆
病
の
余
り
か
感
謝
の
気
持
ち
さ
え
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
せ
っ
か
く
大
学
生
が
忙
し
い
中
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
く
れ
て
い
る
の
に
、
岐
阜
高
校
の
か
な

り
で
き
る
生
徒
が
こ
ん
な
こ
と
で
は
困
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
国
人
だ
っ
た
ら
、
同
じ
場
面
で
も
か
な
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ト
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
は
中

国
人
の
学
生
や
研
究
者
も
来
ま
す
が
、
み
ん
な
か
な
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
ん
で
す
。
ど
う
い
う
訳
か
、

中
国
の
学
生
は
ア
メ
リ
カ
の
名
前
も
も
っ
て
い
ま
す
。
英
語

を
学
び
始
め
る
時
に
ア
メ
リ
カ
の
名
前
を
付
け
て
い
る
の
か

な
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
入
り
や

す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
英
語
教
育
の
取
組
み
も
国
に

よ
っ
て
違
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
自
分
が
高
校
生
の
時
の
こ
と
を
思
え
ば
、
同

じ
場
面
で
感
謝
の
言
葉
が
言
え
た
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
し
ゃ
べ
れ
な
く
て
も
気
持
ち
を
伝
え
る
と
い

う
こ
と
に
臆
病
だ
と
い
う
の
で
は
、
他
国
の
人
々
の
積
極
性

と
比
べ
て
問
題
だ
し
、
人
間
と
し
て
も
っ
と
成
長
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

松
波　

我
々
の
高
校
生
時
代
の
英
語
は
、〝
山
貞
〟（
山
崎 

貞
著
『
新
々
英
文
解
釈
研
究
』、
研
究
社
）
と
〝
親
単
〟（
赤

尾
好
夫
著
『
英
語
単
語
熟
語
の
綜
合
的
研
究
』、
旺
文
社
）

で
し
た
ね
。
さ
す
が
に
今
は
違
う
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。（
ス

タ
ッ
フ　

現
在
は
ど
れ
も
使
っ
て
い
ま
せ
ん
）

櫻
井　

で
も
、山
貞
の
構
文
を
使
っ
て
外
国
人
に
「incarna-

tion of appetite

」（
食
欲
の
権
化
）
っ
て
言
っ
た
ら
す
ご

く
受
け
ま
し
た
よ
。（
一
同　

笑
）

松
波　

よ
く
そ
ん
な
古
い
言
葉
を
覚
え
て
い
ま
し
た
ね
。

　

今
の
お
話
は
、
要
す
る
に
自
己
を
主
張
す
る
上
で
、
引
っ

込
み
思
案
な
日
本
人
の
性
格
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
国
自
体

も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
国
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の

の
今
一
つ
だ
と
い
う
の
が
、
中
国
に
大
き
く
引
き
離
さ
れ
て

い
る
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
も
っ
と
日
本
の
主
張
が
世

界
に
通
じ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
。

櫻
井　

英
語
に
つ
い
て
は
、
国
は
英
会
話
を
何
と
か
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
使
う
場
面
が
な
い
で
す
ね
。

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
て
、
例
え
ば
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レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
も
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
単
語
を
た
く
さ
ん
覚
え
て
も
、
そ
れ
を
ど
う
並
べ
て
ど

う
い
う
場
面
で
使
う
と
適
切
か
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
か
ら
、
尻
込
み
し
て
し
ま
う
。

　
「
×
」
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
す
ご
く
恐
れ
ま
す
よ
ね
。

外
国
で
は
、
英
語
に
す
ご
い
訛
り
が
あ
っ
た
り
、
英
語
圏
の

人
で
も
耳
障
り
で
聞
き
づ
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
堂
々
と
や
っ
て
い
る
。
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
、
英

語
が
聞
き
取
り
や
す
い
の
は
ヨ
ル
ダ
ン
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、

ド
イ
ツ
人
で
し
た
。
英
語
が
母
国
語
や
公
用
語
の
人
の
英
語

は
、
聞
く
の
が
大
変
で
し
た
。
英
語
が
下
手
で
も
発
音
が
不

正
確
で
も
い
い
の
で
、
慣
れ
て
お
く
こ
と
。
若
い
う
ち
か
ら

聞
き
慣
れ
て
お
く
、
し
ゃ
べ
り
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。「
あ
り
が
と
う
」
に
「
…
し
て
く
れ
て
」
と
い
う
ぐ
ら

い
の
言
葉
を
添
え
て
、
と
に
か
く
口
に
出
し
て
み
る
こ
と
で

す
。
語
学
は
、
度
胸
が
な
い
と
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。

松
波　

今
の
お
話
を
ま
と
め
ま
す
と
、
要
す
る
に
個
人
と
し

て
の
日
本
人
の
存
在
と
国
と
し
て
の
問
題
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
半
面
、
日
本

人
の
美
徳
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
特
に
国
家
と
し
て
世

界
に
向
か
っ
て
い
く
上
で
は
足
枷
に
な
っ
て
い
る
。
英
語
の

問
題
を
含
め
て
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

若
い
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

松
波　

そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
に
入
り
ま
す
。
今
日
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
世
界
へ
出
て
い

ろ
い
ろ
な
問
題
や
困
難
を
克
服
・
解
決
さ
れ
、
業
績
を
出
さ

れ
た
こ
と
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
い
る
私
た
ち
は
、
岐
阜
高
校
の
在
校
生
や
卒
業
し

て
間
も
な
い
若
い
卒
業
生
に
と
っ
て
、
私
た
ち
の
体
験
が
何

ら
か
の
刺
激
と
な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

若
い
人
た
ち
に
何
を
望
む
か
に
つ
い
て
一
言
ず
つ
お
話
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

林　

僕
が
高
校
生
の
頃
は
、
将
来
何
が
や
り
た
い
か
で
は
な

く
て
、
ど
う
や
っ
て
大
学
へ
入
る
か
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
目
的
意
識
が
全
然
違
っ
て
い
て
、
何
を
や
る

た
め
に
ど
の
大
学
に
行
き
、
大
学
へ
入
っ
て
も
卒
業
せ
ず
に

起
業
家
に
な
る
と
か
、
ア
ッ
プ
ル
社
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ
の
よ
う
な
人
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
銀
行
と
し
て
も
、

様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
企
業
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を

応
援
し
て
い
ま
す
が
、
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
い
い
大
学
に

入
っ
て
い
い
会
社
に
入
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
と
思
っ
て
い
る
人

が
ま
だ
大
半
と
は
い
え
、
そ
う
で
な
い
人
も
ど
ん
ど
ん
出
て

き
て
い
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
世
界
を
視
野
に
起
業
し
よ
う
、

日
本
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
だ
け
で
見
る
と
、
規
制
や
ル
ー
ル
が
あ
り
、
大
企
業

や
霞
が
関
と
か
政
治
と
か
い
ろ
ん
な
枠
組
み
が
あ
っ
て
壁
を

破
れ
ず
に
い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
の
分
野
な
ど
で
は
全
く
違

う
世
界
が
眼
前
に
あ
る
と
意
識
し
始
め
て
い
て
、
そ
う
い
う

意
味
で
大
き
な
変
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
の
人
々

も
そ
う
で
す
。
自
分
と
し
て
人
生
の
中
で
ど
ん
な
こ
と
、
新

し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
の
か
。
自
分
が
何
を
や
り
た
い
か

を
絶
え
ず
見
つ
め
直
す
こ
と
が
す
ご
く
大
事
で
す
。

　

従
来
型
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
転
勤
は
人
事
部
か

ら
発
令
さ
れ
る
も
の
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
違
う
と
思
い

ま
す
。
当
行
で
今
懸
命
に
推
進
し
て
い
る
の
が
、
お
前
の
強

み
は
何
か
を
意
識
さ
せ
、
そ
の
強
み
を
伸
ば
す
人
事
制
度
の

枠
組
み
を
作
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
強
み
は
こ
れ
で
す
と
言

え
る
た
め
に
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

会
社
に
入
ろ
う
が
個
人
で
勝
負
し
よ
う
が
、
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

河
合
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
個
人

と
し
て
の
強
み
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
み
ん

な
が
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
、
多
分
日
本
は
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
が
今
確
実
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
東
大
を
出
て
も
、
い
わ
ゆ
る
い
い
会
社
や
公
務
員
試
験

を
受
け
な
い
人
、
即
起
業
家
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

二
〇
代
で
一
旦
会
社
を
上
場
さ
せ
、
新
し
い
会
社
を
作
っ
て

ま
た
上
場
さ
せ
、
今
度
は
何
十
億
と
い
う
資
金
で
フ
ァ
ン
ド

投
資
家
に
な
っ
て
、
ま
た
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を

応
援
す
る
と
い
う
人
が
三
〇
代
で
出
て
き
て
い
ま
す
。
明
ら

か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
ド
ロ
ー
ン
。
日
本
は
規
制
緩
和
が
最
も
進
ん
で
い

る
国
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
以
前
に
首
相
官
邸
に
ド
ロ
ー

ン
が
落
ち
ま
し
た
ね
。
あ
れ
で
大
変
だ
！
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
ル
ー
ル
化
さ
れ
た
。（
一
同　

笑
）
す
る
と
、
規
制

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
こ
の
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
そ
う
だ

と
な
り
、
ド
ロ
ー
ン
向
け
の
特
別
フ
ァ
ン
ド
も
立
ち
上
が
っ

て
い
る
。
物
を
作
る
だ
け
な
ら
中
国
が
強
い
が
、
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
て
ど
う
ビ
ジ
ネ
ス
す
る
か
を
日
本
が
進
め
る
。
こ

の
類
の
可
能
性
は
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
僕
自

身
、
ま
だ
リ
タ
イ
ア
す
る
年
齢
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
々
自
身
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
絶
え
ず

意
識
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
若
い
皆
さ
ん

に
も
お
願
い
し
た
い
こ
と
で
す
。

松
波　

常
に
目
的
意
識
を
も
っ
て
挑
戦
し
続
け
、
自
分
を
磨

け
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
河
合
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

河
合　

ち
ょ
っ
と
難
し
い
で
す
ね
。
最
近
の
日
本
人
の
若
者

を
見
て
い
な
い
の
で
。（
一
同　

笑
）
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こ
れ
か
ら
は
不
確
定
な
要
素
が
非
常
に
多
く
て
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
い
い
大
学
、
い
い
会
社
に
入
っ
て
そ
れ
で
一
生

お
し
ま
い
と
い
う
よ
う
な
コ
ー
ス
は
あ
り
得
な
い
の
に
、
親

は
そ
れ
し
か
知
ら
な
い
の
で
、
我
が
子
を
安
定
し
た
コ
ー
ス

に
進
ま
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
親
の
言
う
こ
と
は
無
視

し
て
で
も
、
と
に
か
く
自
分
で
決
め
る
。
自
分
の
信
じ
る

道
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
を
突
き
進
む
勇
気
を
も
っ
て
、
日
本

に
い
て
も
い
い
し
、
外
国
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
な
ら
外
国

へ
行
っ
て
も
い
い
。
国
境
を
越
え
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
追
求
す
る
と
い
う
若
者
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

櫻
井　

自
分
は
高
校
時
代
、
勉
強
し
て
れ
ば
い
い
や
と
い
う

く
ら
い
の
考
え
し
か
な
く
て
、
別
に
将
来
ど
う
し
た
い
と
い

う
こ
と
が
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
に
海
外
青
年
協
力
隊
員
が
五
〇
人
ぐ
ら
い
来
て

い
ま
す
。彼
ら
は
大
半
が
二
〇
代
で
、女
性
が
六
割
で
す
。一
、

二
年
で
入
れ
替
わ
り
ま
す
が
、
私
は
、
彼
ら
が
来
た
時
と
帰

る
時
に
は
必
ず
会
っ
て
話
す
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ

ヨ
ル
ダ
ン
に
来
た
か
、
い
つ
ヨ
ル
ダ
ン
に
来
た
い
と
思
っ
た

か
を
聞
く
と
、
半
分
ほ
ど
の
人
は
学
生
時
代
に
留
学
や
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
で
外
国
に
行
き
、
こ
う
い
う
国
が
あ
る
か
ら
何

と
か
し
よ
う
と
思
っ
た
と
か
、
本
で
読
ん
だ
り
親
戚
に
そ
う

い
う
人
が
い
て
触
発
さ
れ
た
と
か
言
い
ま
す
。
残
り
半
分
の

人
は
、
就
職
し
て
か
ら
や
っ
ぱ
り
外
国
の
人
た
ち
に
も
こ
う

い
う
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
先
生
や
技
術
を
も
っ

た
人
で
す
。

　

半
分
は
海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
人
で
す
が
、
半
分
は
何

を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
し
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
成

り
行
き
任
せ
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
僕
ら
の
若
い
頃
は
、
外
国
に
は
な
か
な
か

行
け
な
か
っ
た
で
す
よ
、
高
く
て
。
今
は
比
較
的
容
易
に

行
け
ま
す
か
ら
、
実
地
に
行
っ
て
も
い
い
し
、
本
を
読
ん
で

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
い
ろ
ん
な
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
外
国
の
雰
囲
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
以

外
の
も
の
を
若
い
う
ち
に
見
聞
き
し
て
お
い
た
方
が
、
多
分

将
来
何
を
や
る
に
し
て
も
糧
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
に
は
、
河
合
さ
ん
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
、
世
界
へ
打
っ
て
出
る
こ
と
が
増
え
る
し
、
そ
う
い

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
元
に
残
ろ
う
が
何
処
に
い
よ

う
が
、
も
う
国
際
化
と
は
無
縁
で
い
ら
れ
な
い
世
の
中
な
の

で
、
と
に
か
く
見
聞
や
見
識
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
な

る
べ
く
早
い
段
階
で
吸
収
し
て
ほ
し
い
で
す
。
受
験
勉
強
の

合
間
に
で
も
、
日
本
人
ら
し
い
も
の
の
考
え
方
や
歴
史
を
、

学
校
の
勉
強
に
プ
ラ
ス
し
て
身
に
付
け
る
時
間
を
作
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
英
語
で
す
。
僕
ら
の
頃
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の

リ
ン
ガ
フ
ォ
ン
し
か
な
く
、
高
価
で
手
の
届
く
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
今
は
タ
ダ
で
も
英
語
を
聞

き
流
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
自
分
の
英
語
が
通
じ
る
か
ど

う
か
は
携
帯
電
話
に
向
か
っ
て
し
ゃ
べ
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

時
々
練
習
し
て
も
ら
っ
て
、
英
語
が
口
を
つ
い
て
出
る
よ
う

な
癖
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。
受
験
の
役
に
も
立
つ
わ
け
で

す
か
ら
。
そ
れ
も
含
め
て
若
い
皆
さ
ん
に
は
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
健
康
管
理
で
す
。
病
気
に
な
っ
た

ら
何
に
も
な
ら
な
い
。

松
波　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は
、
こ
の
四
人

が
若
い
岐
高
生
、
卒
業
生
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
共
通
す
る
の
は
目
的
意
識

や
自
分
の
考
え
方
。
も
う
一
つ
は
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
立
ち
向

か
う
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
が
成
功
者
と
し
て
の
エ
ッ
セ
ン

ス
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

林
さ
ん
の
言
葉
に
よ
る
と
「
破
壊
的
創
造
」
が
始
ま
っ
て

い
る
時
代
な
ん
で
す
ね
。
国
家
間
で
も
、
通
信
技
術
で
も
そ

う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
若
い
人
に
は
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
校
歌
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、「
百
折
不
撓
」

と
「
国
家
の
た
め
に
明
け
暮
れ
学
ぶ
」。
我
々
は
こ
れ
が
頭

の
中
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
具
現

化
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
員　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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河合達郎■かわい・たつお

　岐阜高校では、柔道部顧問の渥美茂四郎先生、佐光義
民校長に影響を受けた。1975年に日本大学医学部に入
学し、竹内	正（病理学）など多数の教授に大きな影響を
受けた。また、当時米国から帰国して教官になっていた
黒須康彦（外科）、原田研介（小児心臓）などの影響も受け、
米国医学に憧れを抱くようになる。このため四年生から
はメジャーな教科書は英語のものに変え、卒業までに米
国国家試験（ＥＣＦＭＧ）にも合格した。しかし、残念な
がら当時のビザの制限から渡米は叶わなかった。
　大学卒業後は外科を選択したが、基礎医学的な興味
をどうしても捨てられず、外科学と免疫学の両方が必
要となる移植外科を志した。そこで、当時最も多くの
腎移植を手がけていた太田和夫教授の主宰する東京女
子医科大学腎臓病総合医療センター外科（第三外科）に
入局した。太田教授からもいろいろ学んだが、最も影
響を受けたのは先生の生き様であった。これについて
は、『日経メディカル』http://backnumber.kurofunet.jp/
article/42294462.html	に詳しいので参照されたい。
　10年間の臨床研修を終えたところで、1991年にハー
バード大学関連のマサチューセッツ総合病院（ＭＧＨ）移
植外科（Prof.	A.B.Cosmi）にリサーチフェローとして留学
し、留学中に世界で初めてサルで腎移植の免疫寛容誘導
（免疫抑制なしで移植臓器を生着させること）に成功した。
1994年に帰国し、臨床と研究を続けて 1996年に東京女
子医科大学第三外科准教授となったが、日本で免疫寛容
のための臨床治験を実現することに困難を感じ始めてい
た。このため1997年 4月、ＭＧＨ移植外科、ハーバード
大学医学部助教授として再渡米した。研究の傍ら、米国
での臨床のために米国医師国家試験（ＵＳＭＬＥ）を再度
受験して合格し、2000年よりＭＧＨの臨床スタッフにも
なった。2001年に腎移植の免疫寛容のための臨床治験
を始め、世界で初めて人間で免疫寛容の誘導に成功した。
（Kawai	T、	et	al.	N	Engl	J	Med	2008；358:353）2008
年ハーバード大学医学部准教授、2012年 A.	B.	Cosimi	
Endowed	Chair、2015年より現職。
（座談会には、ＴＶ会議で参加していただきました）

櫻井修一■さくらい・しゅういち

　昭和 50年に東京大学文科第一類に進学し、昭和53年
国家公務員上級甲法律職合格、昭和54年法学部を卒業。
同年防衛庁に入庁。平成25年内閣官房副長官補（安全保
障・危機管理担当）を最後に退職し、東京海上日動火災
保険㈱に勤務した後、平成26年10月にヨルダン王国駐
箚特命全権大使として公職に復帰し、3年間のヨルダン
大使館勤務を終えて平成29年12月退官。
　この間、防衛庁（省）に通算23年間、大蔵省主計局、
資源エネルギー庁石油備蓄課長、長崎県警察本部長とし
て勤務したほかに、内閣官房には内閣事務官、内閣審議
官、内閣官房副長官補として計5年勤務。防衛省、資源
エネルギー庁、内閣官房では、安全保障政策に関係して
国際関係業務にも従事した。ヨルダン駐箚特命全権大使
は、初めての海外勤務・生活経験であった。
昭和54年 4月　防衛庁入庁
昭和57年 4月　大蔵省主計局地方財政係に出向
平成		3	年 4月　内閣官房内閣安全保障室に出向
平成		7	年 6月　通商産業省資源エネルギー庁
　　　　　　　		石油部備蓄課長

		　平成18年		7月　長崎県警察本部長
		　平成20年		8月　内閣官房内閣審議官
		　平成22年		8月　防衛省運用企画局長
		　平成23年		8月　内閣官房副長官補
		　平成25年11月　東京海上日動火災保険㈱顧問
		　平成26年10月　ヨルダン駐箚特命全権大使

林　信秀■はやし・のぶひで

　1957年岐阜県生まれ。1980年に東京大学経済学部
を卒業後、富士銀行に入行。国際畑が長く、ニューヨー
クと香港に13年以上勤務した。2014年よりみずほ銀
行頭取を勤め、2017年4月に取締役会長に就任。
　現在は、会長として内外のお客様とのリレーション
向上を図るだけでなく、対外活動にも意欲的に従事し
ている。直近では、2017年11月にＡＢＡＣ（APEC	
Business	Advisory	Council）の日本委員に安倍晋三首
相から任命され就任。このほかにも、国際金融協会（Ｉ
ＩＦ）理事、日中経済協会副会長など、銀行員として
の経験を活かし、国際会議への出席など様々な活動に
励んでいる。
　趣味は音楽鑑賞、旅行。近年は、海外に出張しても
ホテルと取引先の往復ばかりだが、時間ができたら、妻
と世界遺産を含めたクルーズ旅行に行くのが夢。先日、
川崎重工業・各務原工場を視察し、その際にドクター
ヘリに試乗した。長良川沿いに母校の岐阜高校を空か
ら眺望し、忘れられない経験となった。改めて岐高への
思いを再認識するとともに大変感動した。

松波英寿■まつなみ・ひでとし

南開大学外科学名誉教授・客員教授（中国）
Fleni 病院移植科客員教授（アルゼンチン）
Lili 病院外科客員教授（コロンビア）
岐阜大学医学部臨床教授
朝日大学歯学部客員教授
岐阜聖徳学園大学看護学部客員教授
京都大学医学部非常勤講師
名古屋市立大学医学部非常勤講師
横浜市立大学医学部非常勤講師
信州大学医学部委嘱講師
羽島郡医師会会長

◇
　1981年に東京医大を卒業して外科医となり、1989年
から肝臓移植で世界的に有名なオーストラリア・ブリス
ベンに留学しました。1990年には世界で初例の生体部分
肝移植（以下、肝移植と略）が行われ、その主治医を務
めました。帰国後、信州大学を経て 1997年には自院で
民間病院では国内初例の肝移植を行い成功させ、2000
年には世界で初例の血友病の患者に対する肝移植を自院
で行い成功させました。
　最近は社会的医学に興味をもち、糖尿病や肥満症の新
しい治療法（こいのぼりの吹き流しのようなもの（ソック）
を小型化して小腸に挿入し、小腸を内貼りして、食物は
ソック内を通過させ、食物が小腸粘膜に接触しないよう
にする方法。すなわち食物が消化吸収されないようにす
る。胃‐小腸インナーシャントソック）を発案し、東大
に肥満メタボリックケア講座を開設して臨床応用を目指
して研究を進めています。
　さらに、在宅医療を安全に行うための機器（ナースコー
ル付きの脈拍測定装置「いつでもウォッチ」®）を常時
在宅患者に装着させ、常時送信される生体情報をかかり
つけ医が監視し、異常時は訪問看護ステーションや警備
会社のスタッフが在宅患者を見に行くシステムの開発を
行って、国内外の特許を数多く取得しています。

座談会後に
左から　村瀬幸雄（運営委員長）、櫻井修一、林　信秀、松波英寿（敬称略）

出席者のプロフィールと近況


